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ま　え　が’　き

給排水衛生設備の施工図は近年ますます複雑なものになってきた．建築物の大形化，要求条件の

高度化に伴い，建築に占める設傭工事全体の比率が高〈なるに従って，給排水衛生設備と建築，空

調，電気，その他設備との取合いは複雑になり，単に設計図を拡大した程度の施工図では，実用の

施工図にはならない．他業種と十分な調整をした，手戻りや手直し作業のない施工図が必要になる．

一方，現状では技術者不足により，十分な教育期間もな〈技術的に未熟な作図者を現場に配置し，

指導も不十分なまま施工図をかかせ，施工を行っているのが業界の現状であろう．

従来，施工図作成の固有技術は，現場の日常業務の中で先輩から後輩へ個人的に指導・習得され

た要素が多く，基準化されていない部分があり，統一を欠くところも多い．施工図作成技術は現場

で経験的に習得すればよいとの考え方もあるが，体系的教育なくしては，施工図作成技術の進歩も

遅く，現場施工の手戻り・手直しのおそれもでてくる．

本書はこれらの固有技術を体系的にまとめることによって，衛生設備施工図の見方・かき方の指

導・教育に役立つことを期待している．体系的教育の指針があれば，施工図の作成技術は経験的に

習得するよりは，短期間で身につけることができ，作成された施工図にも個人差がなくなる．

また，本書の内容程度の知識があれば，施工図に対する理解も早く，一とおりの施工図をかくこ

とも容易に可能となろう．衛生設備の施工図作成もCAD導入の時代になろうとしているが，CAD

化に際してインプットするには本書の内容程度の知識は当然必要であり，基本となる施工図なくし

てはCAD導入はできない．

本書をまとめるにあたり，前提条件を下記のとおりとした．

1．比較的経験の浅い入社3年程度を対象とした内容でまとめた．

2．施工図のかき方の基本事項は，できる限り「空気調和施工図の見方・かき方」（オーム社刊）

の内容と統一した．

3．図面・実例等は3000m2程度の事務所ビルをイメージした．他の建築用途に対しても，ま

た，規模が大きくなっても基本的には同じであり，本書が応用できると思われる．

4、衛生設備工事のうち，集合住宅を他の建築物と共通に取り上げるのは難点があるので，単独

に12章で記述した．

1989年3月

施工図委員会
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1章　施工図の目的

施工図のねらい・要点

〔1〕施工図の

ねらい

〔2〕施工図作

成上の要点

設計図は建物の施主，使用者などの要求条件をもとに設計者によって作成さ

れた基本的な工事計画書である．しかし，工事の実施にあたっては，具体的に

詳細に工事の内容を記載した図面すなわち施工図が必要となってくる．施工図

を作成することにより，施工の経済性，施工性，納まり，安全性などを設計の

主旨を踏まえ，他業種と調整することができる．また，施工図は作業者に対す

る作業指示書であり，施工図で個々の作業者に指示を与え，資材の手配も行う．

設計主旨を十分理解し，作業の手順，方法，スペースなどを把握しなければ良

質の施工図はかけない．施工図の優劣は施工品質の良し悪しに直接影響する．

衛生設偶の施工図のねらいとしては

イ．客先の要求条件に合っていること．

ロ　手直しや手戻r）なく施工できる図面であること．

ハ　作業者が理解しやすい内容の図面であること．

要点は次のとおりである．

イ．設計図書に意図された機能・性能と耐久性を確保すること．

ロ　施工性がよく，省力化が図られ，資材が経済的であること．

ハ　施工工程に余裕をもって作成・承認を得ること．

．施工上の安全性が反映されていること．

ホ．誰がかいてもレベルに差異がないよう基準化を図ること．

へ．納まり上の美観と保守の容易性を考慮すること．

ト．増改築等に対する考慮がなされていること．



2章　施工図のかき方・見方

施工図をかくための条件・順序

〔1〕施工図を

かくための

条件

〔2〕施工図の

種類

〔3〕施工図を

かく時期

設計図は衛生設備の完成した形を図面化したものであり，経済性，施工性，

安全性の検討は十分になされていない．また，他業種との取合い納まりの調整

も完了していないことから，設計図をそのまま拡大しても実施の施工図にはな

らない．施工図をかく人は，施工図を作成するにあたって設計図を再チェック

することが必要である．そのためには，次の基本知識が必要である．

イ．給水量，給湯量の算出，各種管径の決定から，受水タンク，高置タン

ク，揚水ポンプ，貯湯タンクの計算など一とおr）の設計ができること．

ロ　建築構造図，意匠図等が理解できること．

ハ　設計主旨，仕様書，要領書が理解できること．

変更に伴う設計図の作成，機器の適正配置が行えること．

ホ．建築基準法，消防法，水道法，下水道法その他関連法令などを理解して

いること．

衛生設備の施工図の種類として一般的な例を示す．

イ．スリーブ，インサート図

ロ．各階配管図（平面図，断面図）

ハ　各部分配管詳細図（便所，洗面所，揚沸室，浴室，食堂，厨房，機械

室，水槽室，パイプシャフト等）

機器配置図

ホ．器具取付図

へ　系統図

ト．機器製作図，金物類製作図

チ．設備複合図

り．その他，外構図等

基本的には，建築施工図の作成工程に基づいて衛生設備施工図作成計画書

（施工図リスト）を作成し，施エまでのフローに基づき施工計画ならびに機器

製作計画を立案し，工程に遅れないように施工図を作成する．

以下に施工までのフローと衛生設備施工図作成計画書の例を示す．
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4　　　　　　　　　　　　　2章施工図のかき方・見方

施工図作成計画書（施工図リスト）

工事名　　000ビル衛生設備工事

図　 番 図　 面　 名　 称 縮尺
完 了

予定日
提出日
承 認

返却日
備　　　　　　 考

P －01 B 2F ・ピット内平面図 1／50 3／25 4／5

P－P2 B 2F 機械室平面図 1／50 4／10 4／15

P －03 B 2F 受水槽廻り詳細図 1／20 4／26 5／2

P－04 B IF 消火菅平面図 1／50 4／4 4／15

P－05 1F　 平面図 1／50 4／18

P－06 1F　 便所詳細図 1／20 4／16

P－07 1F　 湯沸器廻り詳細図 1／20 4／18

P－08 2F　 平面図 1／50 4／6

P－09 2F　 揚沸喜平面図 1／20 4／26

P－10 3F　 平面図 1／50 4／10

P－11 3F　 揚沸室平面図 1／20 4／28

P－12 4F　 平面図 1／50 4／10

P－13 4F　 便所詳細図 1／20 4／15

P－14 R F　 平面図 1／50 4／10

P－15 P H IF 平面図 1／50 4／10

P－16 2F　 便所詳細図 1／20 4／9

P－17 3F　 便所詳細図 1／20 4／11

P－18 4F　 湯沸室詳細図 1／20 4／13

P－19 系統図 4／24

P－20 高置タンク廻り詳細図 1／20 4／22

P－21 ガスメータ廻り詳細図 1／20 4／23

訂

正

●



2・2　施　工　図　の　見　方

施工図の見方

5

〔1〕施工図を

見る人

〔2〕施工者側

の施工図を

見る目的

〔3〕施工図の

見方とポイ

ント

施工図を見る人は，建物の施主，設計事務所の監理者と施工者側の管理者，

監督者，作業者と広範囲にわたるが，それぞれ見る人によってその見方と目的

は異なる．施主，設計事務所の監理者が施工図を見る目的は，客先の要求条件

が反映されているか，客先の要求品質が満たされているか，また，設計図書の

内容から逸脱していないか，設計図に照らして落ちがないかなどの確認の目的

で行う．

一方，施工者側の施工図を見る人は次のように分けられる．

イ．管理者：課長，現場所長またはそれに準ずる人．

ロ　監督者：現場監督で作図責任者を兼ねる場合が多い

ハ　作図者：施工図作成者であり，客先の要求品質と他業種との調整をし

て施工図に表現する人であり，一般的には現場作業が施工図

に添った施工であるかどうかをチェックする役目もある．

作業者：職長またはそれに準ずる人．

管理者は，施工図のチェックも仕事であるが，作図者がかいた施工図を細部

まですべてチェックはできない．作図者には作図前に必要な留意事項，他業者

との取合い，原設計変更事項などが指示，指導され，また，作図完了時には監

督者のチェックを受けたものを管理者がチェックするのが一般的である．管理

者のチェック点は施工図の要点に限られてくる．設計，施工，原価，安全性の

各面から客観的に施工図を見て，問題点については作図者に何が問題であるか

をよく理解，納得させ，図面の訂正をさせることが必要である．

監督者は，作図者の施工図が作業者への間違った指示や，後日トラブルのも

とにならないよう各部分について施工図を細かくチェックする．作図者は細部

については詳しいが，部分的な考え方に陥りやすいことから，他業者との納r）

上のトラブルや余分な材料の手配につながるおそれのある部分などは，作図者

と一緒にチェックをし，施工図の訂正を指導する．

作業者は，施工図を見て図面どおりに作業を進めるので，図面は見やすく，

わかりやすいことが重要である．見にくい図面や手戻り・手直しが多い施工図

は，工程面，安全面ならびに原価に悪影響を与える．

施工図は見る人によって見方のポイントも違ってくるが，誰が見ても見やす

く，作業者にとって施工性がよく，手戻り・手直しのないことが必要である．

また，設備が使いやすい配置であること，保守・保全がやりやすく，設備更新

に対して配慮がなされているかどうかも施工図を見るうえで重要なポイントで

ある．



β　　　　　　　　　　　　　　2章　施工図のかき方・見方

それらのポイントを列記すると

イ．平面図は断面の納まりを頭に入れてかいてあるか．

配管類の交差部分の高さ関係の納まりが容易に理解できるすっきりし

た平面図は納まりもよいはずである．

ロ．平面図で表現しにくい複雑な部分は断面図がかかれているか．

断面図は要点だけ表現するため平面図に余白があればそこへかき加え

たほうがわかりやすい．

ハ．機器への接続配管は無理をしていないか．

施工図に合わせた機器の接続位置で発注を行うようにする（タンク類

のフランジ取出しの位置，向きなど）．

－．機器据付位置は適切か．

設計図上の位置を検討せずにそのまま設置している例が多い．狭いス

ペースに無理に据え付けるのは無駄な配管材料を使い，不経済であるばか

りでなく機能的に好ましくないうえ，保守管理もやりにくい．

ホ．機器の保守点検スペースは確保しているか．

保守点検通路を確保する．

貯湯タンクのコイルの引出しスペースを確保する．

排水水中ポンプのつり上げ高さを確保する．

へ　配管サイズに無駄がないか．

ト．保守管理上必要な弁類は，操作の容易な場所に設置されているか，ま

た落ちはないか．

チ．配管を通してはならないスペースが配管ルートになっていないか．

電気室・電算室等の天井内に配管がないことを確認する．



3幸　作成上の留意事項

施工図の段取り

〔1〕承認まで

のフロー 準備作業

取合い図の作成

他業種との取合い調整

他業種との取合い結果の修正

1

「届書海「扇義㌫靂訂盲諒「
施工図作成計画書の作成

機器製作図の収集
l

L空撃墜空三三ヱヱ塑L＿＿」

－一転盃蒜蒜㌫「
1

1

＿≡二≡二＿一

l

1

1

施工図（打合せ図）作成

施工図（打合せ図）提出

設計監理者チェック

打合せ図返却

施工図（打合せ図）修正

施工図（承認用）提出

（打合せ図を添付する）

設計監理者確認

施工図の承認

『

＝

」

ニ

　

ニ

ニ

　

ニ

建築図一意匠図一配置図，平面図，立面図，
断面図，矩計図，天井伏図，

展開図，建具表，仕上表，
タイル割図

構造図一基礎伏図，床伏図，軸組図，
鉄骨図，配筋図

鉄骨貫通図，スリーブ・インサート図
各設備の平面図，詳細図，系統図，立面図，

」

設計監理者・施主が捺印

屋外配管図



β　　　　　　　　　　　　　　3幸　作成上の留意事項

〔2〕作成上の

要点

〔3〕作成時に

必要とする

図面

〔4〕使用する

道具・用紙

2章　施工図のかき方・見方で述べた要点のほかに，次の細部に注意する．

イ．建築工事や他設備との関連性を十分に理解し，相互の整合性を確認す

る．

口　達築工事や他設備との関連工程に遅れがないよう，十分余裕をもって作

成する．

ハ　現場の計画は施工図が基本となることを認識する．

設計図・仕様書など設計図書を十分理解し，設計者の意図を正しく表現

させたものにする．

ホ．関係法規を十分に理解し，図面に反映する．

へ　保守・保全に必要なスペースや開口・点検口を確保する．

ト．工事区分や関連工事をわかりやすく表示する．

チ．施工図は即コストにかかわるので，無理や無駄のない納まりや効率の

よいルートを考える．

リ．納まりの厳しい場所は，他設備も併せて記入しておく．

ヌ．文字・寸法を記入するときは，見やすい位置と見やすい字で書く．

ル．図面を発行するときは，「取合い図」，「打合せ図」，「検討図」，「承認図」

など，その目的の区別をはっきりさせておき，発行年月日を記入する．

オ．変更や追加が生じたときは，速やかに図面を訂正し，その訂正箇所と

内容を訂正欄に記入する．

施工図作成上必要と思われる他工事の図面などは前ページ「承認までのフロ

ー」にも示したが，作図する図面の種類，時期に応じ必要図面などを用意する．

〔準備段階〕

イ．建築図，意匠図

ロ．建築構造図

ハ　空調設備設計図

電気設備設計図

ホ．その他工事設計図

へ　関連カタログ類

ト．関連機器類参考図

〔作成時〕

イ．建築躯体図

ロ．建築詳細図

ハ　建築関連製作図

．空調設備施工図

ホ．電気設備施工図

へ．その他工事施工図

ト．設備複合図，取合い調整図

チ．関連機器類製作図

施工図を作成するための道具を下記に示す．

イ．ドラフター

ロ．シャープペンシル（0．5mm，0．3mm）

ハ　三角スケール（30cm，15cm）

一．三角定規（大，中，小）

ホ．コンパス（大，中）



3・1施工　図　の　段　取リ 9

へ　丸善き定規

ト．四角書き定規

チ．文字板　A，B，C……（大，中，小）

1，2，3……（′′　／／／／）

リ．消し根

ヌ．衛生器具型抜（1／100，1／50，1／30，1／20）

ル．排水用継手型抜（1／50，1／30，1／20）

その他として，機器製作図と管材頬カタログなどを準備しておくとよい

（パイプ，継手，バルブ，防振継手，排水金物など）

使用する用紙は下記に示す種類があり，事前に決めておく必要がある．

種　　 類 紙　 質 周囲の処理 印刷の有無 木 きさ

ト　レー シング

美濃紙 切 放　 し 社 名 入

自　 社

A l

A 2
硫酸紙

その他

ミシン掛 け

カ ブ ル

切 放 し

ペーノヾ－ 無　 地

ゼ ネコン

他

図面の大きさ

紙加工仕上寸法

（JIS P O138）

列 A　 列

番号 〔m m 〕

0 84 1×1 189

ロ 594 ×　 84 1

2 420 ×　 594

3 29 7×　 420

4 2 10 ×　 297

5 148 ×　 210

6 105 ×　 148



J〃　　　　　　　　　　　　　3幸　作成上の留意事項

作成上の決めごと

〔1〕建築図の 1枚の図面にはタイトル・訂正欄のスペースが必要であり，またキープラン，

レイアウト

〔2〕図面の縮

器具表などを盛り込む場合もあり，それらのスペースを加味して建築図の位置

をバランスよく配置することが必要である．

1．5cm　　　 用紙の外枠　　　　　 枠線（印刷のものあり）
J　　 ／　　　　　　 ノ

2．5cm

配管ルー それぞ

　 u
Yll
‖‖ 器具表等を
u
u
‖‖‖
u
； 建築図
n‖
‖
u
‖
lXl　 X15

8Ⅰ

記入する

≡
タイトル訂正欄スペース　　　　 】［：ロ

l

〔注〕建築図は裏トレースを原則とする・ よ認印スペ＿ス

トを表示する平面図と配管の納まりを表現する詳細図では，

尺

〔3 〕 平面図の

れその縮尺は異なる．単純な配管の納まりの表現方法と，複雑なものをわかり

やすく表現するための拡大図面では，おのずからその縮尺は異なってくる．

一般的に多く使用されている縮尺を下表に示す．　　図 名　 縮 尺

機器配置図　　　 1／50 または1／100

一般平面，断面図 1／50 または1／100，1／20

機　 械　 室　　　 1／50 または1／20

シャフト図　　　 1／20，1／10

　 各詳細図 1／20，1／10

大きな建物の平面図は，同一階を何校かに分割して作図する必要がある．作

分割 図完成後，同一階を1枚の図面に張り合わせて，図面相互に間違いがないかチ

ェックに便利なように，通り芯の位置がつながる場所にくるようにするとよい

張付け部分は重ね合せができるように重複して作図する．

＼



3・2　作成上の決めごと　　　　　　　　　　　　JJ

垣
国

■・■可

値
国

▼・－1
くく

l

l

l

I

l

l
l
1
l
l
】l
l

l

l
l
l

l l　口 　u　R
H
u ．1　n u∩

通】

≡芸＝図面
重才

図面

l　　　　　l H l　　　　l ∩

博 則
A l図面　 ■、I　 A l図面　　 rl

〔4〕図示記号

〔5〕図面のタ

イトル

作図するうえで，機器，配管種別，継手，弁類，配管の上り下り，天井配管，

床下配管などを施工図に表現する記号を図示記号またはシンボルという．

記号は簡単でわかりやすく，その物体を表すのにふさわしいものであって，

だれが見てもわかるものでなくてはならない．

一般的に使用されている図示記号を10章10・2，10・3に記載したが，設計事

務所，建築設備業者によって図示記号が異なる場合がある．

フォームには特に規準はなく，そのつど決められている．記載内容は工事名

称，区分，図面名称，図面番号，年月日，縮尺，整理番号，業者名，担当者な

どの枠が必要である．

この空白は

工事名称 0　 0　 0　 0　 新　 築　 工　 事

工事区分 衛　 生　 設　備　工　事 図面番号

図面名称
0 0 階

便所詳細配管図

年 月　日

縮　　 尺

整理番号

業者名 0 0 0 0 会 社
責任者 担当

口n各現場ごとの役職の捺印枠として使用する．⊥ 」



J2　　　　　　　　　　　　3幸作成上の留意事項

〔6〕建築キー

プラン

〔7〕図面番号

同一階を何校かに分割して作図する場合，図面が建物のどの部分に該当する

のか明示するためのもので，原紙の右下余白部分に建築プランをゴム印で押し

該当部分を斜線で塗りつぶす方法が一般的である．

1　2　3　4　5　6　7　8　91011

作図部分を

示す．

L

K

J
q

H

G

F

E

D

C

B

A
1　2　3　4　5　6　7　8　91011

図面を整理分類するために必要なもので，施工図リスト作成時に図面の通し

番号を決める．

記入例？？
［ヨー

⑦の部分は工事項目を示す．

衛生設備図……P（空調A，電気E）

消火設備……Ps

㊥の部分は図面の通し番号を示す．



3・3　作成上の留意事項

作成上の留意事項

〔1〕通り芯の

表示

〔2〕室名と天

井高の表示

〔3〕変更・訂

正の表示

l

各部の寸法の基準線であり，柱の通り芯を表示している・通り芯の記号表示

はゴム印を押すのが一般的である．

イ．縮尺1／10－1／50まで直径12mm

ロ．縮尺1／100～1／200まで直径10mm

十「‾＼
記号表

・■－－
‾十‾十

、、、1・①　　　　　　　②　　　　　　　③

配管類は天井内に納めているので，平面図，断面図には室名とその室の天井

高さを図面に表示し，併せて床レベルも記入すれば，配管の天井内納まり位置

が明確になる．

天井

く＞
l∫つ巳
B

化粧室 l∫）巳
●●
エ
U

L－50 l c H ：2 500

n
床 く⊃

l■ゝ
■彪㌢

図面承認後；．変更や追加の訂正を行ったときは，訂正箇所と訂正事項を訂正

欄に記載のうえ，再承認の手続きをとる．また，作業者に配布した旧図面はた

だちに回収して訂正図面と差し替える．

変更・追加訂正箇所の表示法を次に示す．



J4　　　　　　　　　　3幸作成上の留意事項

訂正　日 訂　　　 正　　　 欄 担当者名

訂
正
事
項

63．5．5 小便器位置変更　800　→900 （大田）

63．5．12 汚水排水管位置変更　600　→650 （田中）

〔4〕別途工事

区分の表示

配管途中で施工業者が替わり，別途工事区分になる場合は，それ以降の施工

業者と後日トラブルの原因とならないよう，引渡し位置および寸法を明確に記

入しておく．

a）機器が別途の場合

守　　　　　　ウォータクーラ

正

▽FL

芯　 別途工事
∠ 「i

別途工事

ヽ

♂ 遜㌢　‾＋彦

／
∩

20A　．

＼ ；：三三三；三；

〔注〕50A排水管
CO の排水を接
排水にする

■
∩

50A ■

1000
i 5

b）配管が途中から別途の場合

ト⊥－一基一意

にウォータクーラ

続する場合は間接

ことが必要である

GVまで本工事

とOAフランジまで本工事

以降別途工事
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4章　設計チェックの基本事項

受水タンク・高置タンクの算定

〔1〕容量算出

方法

〔2〕受水タン

クの容量

〔3〕高置タン

クの容量

受水タンク・高置タンクの容量は基本的には1日最大予想給水量を表4・1を

用いて算出した数値を基準にするが，各水道事業者の指導基準により決定され

る場合が多く，事前協議を十分に行う必要がある．

受水タンクの容量は次の式で求めるが，一般に1日最大予想給水量の40～

60％程度で計画する．

杭≧払－Q571

かつ　佑≦05（24一丁）

ここに，杭：受水タンクの有効容量〔m3〕

払：1日最大予想給水量〔m3／d〕

Q5：水源からの給水能力〔m3／h〕

（通常時間平均給水量）

T：使用時間帯の継続時間〔h〕

（通常8－10時間）

高置タンクの容量は次の式で求めるが，一般に1日最大予想給水量の10％

程度で計画する．

1ち＝（弘一払〟）r＋仏〟右

ここに，拓：高置タンクの有効容量［り

仏：ピーク時予想給水量〔〝min〕

（時間平均給水量の3倍程度）

仏〟：揚水ポンプの揚水量〔〝min〕

れ：ピーク時予想給水量の継続時間〔min〕

（30分程度）

右：揚水ポンプの最短運転時間〔min〕

（15分程度）
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表 4 ・1 建物種類別単位給水量 ・使用時間 ・人員＊

建 物種 類
単 位 給水 量1）

〔1日当り〕

使 用

時間

〔h／d〕

注　　　 記
有効面積当りの人月

など
備　　　　 考2）

戸　 建　 住　 宅 200～　400 〝人 10 居住者1人当り 0．16 人／m 2

集　 合　 住　 宅 200－　350 〃人 15 居住者1人当り 0．16 人／m 2

独　　 身　　 寮 400～　600 〝人 10 居住者1人当り

官公庁・事務所 60～ 100 〃人 9 在勤者1人当り 0．2人／m 2

男子50 〃人，女子100 〝人，

社員食堂・テナント等は別

途加算

工　　　　　 場 60～ 100 J／人

操業

時間

＋1

在勤者1人当り
座作業0．3人／m 2

立作業0．1人／m 2

男子50 〝人，女子100 〝人，

社員食堂・シャワー等は別

途加算

総　 合　 病　 院
1500～3500 J／床

16
1床当り 設備内答等により詳細に検

30～　 60 〝m 2 延べ面積1m 2当り 討する

ホ　テ　ル 全体 500～6000 〝床 12
設備内答等により詳細に検

討する

ホテル客室部 350－　450 〝床 12 客室部のみ

保　　 養　　 所 500～　00 0 〃人 10

喫　　 茶　　 店
20～ 25 J／客

55～ 130 〃店舗m 2
10

店舗面積には

ちゅう房面積を含む

ちゅう房で使用される水量

のみ

便所洗浄水等は別途加算

飲 食 店

社 月 食 堂

55～ 130J／客

110～ 530J／店舗m 2

25～ 50 〃食

80～ 140 J／食堂m 2

10

10

同■上

食堂面積には

ちゅう房面積を含む

同 上

定性的には，軽食・そば・

和食・洋食・中華の順に多い

同 上

給食センター 20～　 30 〃食 10 同　 上

デパート・スー

パーマーケット
15～　 30 〝m 2 10 延べ面積1m 2当り 従業員分・空調用水を含む

′ト・中・普通高

等学校
70～ 100〃人 9

（生徒＋職員）

1人当り

教師・従業員分を含む．プ

ール用水（40～100〟人）は
別途加算

大学 講義 棟 2～　 4〃m 2 9 延べ面積 1m 2当り 実験・研究用水は別途加算

劇場・映画館
25～ 40 〝m 2

0．2～0．3 J／人
14
延べ面積 1m 2当り

入場者1人当り
従業員分・空調用水を含む

ターミナル駅 10 〃1000 人 16 乗降客1000人当り
列車給水・洗車用水は別途

加算

普　　 通　　 駅 3〝1000 人 16 乗降客1000 人当り
従業月分・多少のテナント

分を含む

寺　 院・教　 会 10 J／人 2 参会者1人当r）
常住者・常勤者分は別途加

算

図　　 書　　 館 25 〝人 6 閲覧者1人当り 0．4人／m 2 常勤者分は別途加算

〔注〕 1） 単位給水量は設計対象給水量であり，年間1日平均給水量ではない

2）備考欄に特記のない限り，空調用水，冷凍機冷却水，実験・研究用水，プロセス用水，プール・サウナ用水

などは別途加算する．

数多くの文献を参考にして執筆者の判断によけ作成．

ト 空気調和．衛生工学便覧第11版ⅢⅠ巻，空気調和．衛生工学全編，。．8。
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〔1〕加熱装置

の熱源と種

類

〔2〕容量算定

方法

〔3〕使用人具

による方法

4章　設計チェックの基本事項

貯湯タンクの算定

加熱装置の熱源にはがス，油，電気，蒸気，高温水などが使用される．

加熱装置の種類

a）直接加熱装置（熱源……ガス，油，電気）

温水ポイラ，湯沸器等……燃料の燃焼熱を缶壁を通して直接水に伝える

ため効率がよい

b）間接加熱装置（熱源……蒸気，高温水）

直接加熱装置でつくられた温水や蒸気を一次回路の熱媒として，二次回

路の水を加熱し給湯する．

｛．ユ　「一
温水ポイラ

（a）直接加熱式　　　　　　　　　　　　（b）直接加熱式

「　‾‾‾－

ll一　二三

温水ボイラ　　　貯湯タンク　　　　　蒸気ボイラ　　　　貯湯タンク

（c）間接加熱式　　　　　　　　　（d）間接加熱式

図4・1直接および間接加熱式の例

給湯量，貯湯タンクの容量の算定には，使用人貝による方法と器具数による

方法の二つがあるが，事務所ビルなどの一般給湯（洗面，手洗）は使用人貝に

よる方法が適している．

給湯量，貯湯谷量ならびに加熱能力は表4・2と次の式で求める．

払＝〃如

Qヵ＝仏働

Ⅴ＝払〃

〃＝仏γ（ん－f。）

ここに，Ⅳ：給湯対象人員〔人〕



4・2　貯湯タンクの算定　　　　　　　　　　　　Jタ

払 ：1 日の給湯量〔〝d〕

仇 ：1時間最大給湯量〔〝h〕

Ⅴ：貯湯谷量〔り

H ：加熱能力〔kcal／h〕

Jヵ：揚の温度（600c ）

′。：水の温度（50C ）

qd ：1人1 日当り給湯量〔〝人・d〕

勧 ：1 日の使用に対する必要な1時間当りの最大値の割合

〃 ：1 日の使用量に対する貯湯割合

γ ：1 日の使用量に対する加熱能力の割合　表4・2 建物の種類別給湯量＊

建物の種類

1人1日当

り給湯量

〔J／人・d〕

1日の使用に

対する必要な

1時間当り最

大値の割合

ピークロ

ードの継
続時間

〔h〕

1日の使用

量に対する

貯湯割合

1日の使用

量に対する

加熱能力の

割合

射 射 〃 r

住宅・アパート・ホ

テルなど2）3）

集 合 住 宅4）

（和風浴槽）

事 務 所

75－1501） 1／7 4 1／5 1／7

40～601）

7．5～11．51）

1／5

（1／45り

1／5

3

2

1／5

1／5

1／5

1／6

工 場

レ ス トラ ン

レ ス トラ ン

（3食／d）

レ ス トラ ン

（1食／d）

201） 1／3

1／10

1／5

ロ

8

2

2／5

1／10

1／5

2／5

1／8

1／10

1／10

1／6

〔注〕 1）600C において．

2）ホテルにおいては，1 日の湯の必要量と特性はホテルの形式により

変わる．高級ホテルではピークロードは低いが，1 日の使用量は比

較的大きい．商用ホテルではピークロードは高いが，1 日の使用量

は少ない

3）住宅やアパートにおいて皿洗い機や洗濯機のある場今には，皿洗い

機1台について60 J，洗濯機1台について150 Jを追加する．

4）松本保彦：給湯用熱交換器のトラブルに関する問題点と対応策の検

討，空気調和・衛生工学，56－11 （昭57－11）．

5）年に数回特に集中するとき．

＊空気調和・衛生工学便覧第11版ⅡⅠ巻，空気調和‘衛生工学全編，p．139



2〃　　　　　　　　　　　　　4章　設計チェックの基本事項

〔4〕器具数に

よる方法

時間最大給湯量，貯湯容量ならびに加熱能力は表4・3，表4・4を用い，次の

式で求める．

Qヵ＝∑（抑須）α

y＝Qヵ〃’

〃＝Ⅴ（′ヵーJ。）

ここに，Qヵ：時間最大予想給湯量〔〝h〕

Ⅴ：貯湯容量〔J〕

乃：器具の個数〔個〕

す～：器具1時間当りの使用量〔J／h・個〕

α：器具同時使用率

〃′：貯湯容量係数

H：加熱能力〔kcal／h〕

J万：湯の温度（600C）

f。：水の温度（50c）

表4・3　器具に対する給湯量（温度600C）＊

器　　 具

1 回当 り 1 時間当 り 1 時間当 り

備　　 考給 湯 量 使 用 回 数 給　 湯　 量

［〝回〕 〔回／h〕 〔〝h〕

個 人洗面器 7．5 ロ 7．5

住宅 ・アパー ト
（食堂は別計算）

洗濯機の場合は
機械容量による

一般洗面器 5 2～8 10～40

洋 風 バ ス 100 1～3 100～30 0

シ　ャ　ワ　ー 50 1～6 50～300

台 所 流 し 15 3～5 45～75

配ぜ ん流し 10 2～4 20～40

洗 濯 流 し 15 4～6 60～90

掃 除 流 し 15 3～5 45～75

公 衆 浴 場 1 人当 り30 3～4 90～120

［注〕器具同時使用率は，柄院・ホテル：25％，アパート・住宅・

事務所：30％，工場・学校：40％

＊　空気調和・衛生工学便覧第11版ⅠⅠⅠ巻，空気調和・衛生工学全編，p．140



4・2　貯湯タンクの算定　　　　　　　　　　　　　2J

表4・4　いろいろの建物に対する器具当りの所要給湯量＊

（1時間・器具1個当りの給湯量〔乱　暴終温度600cで算定されたもの）

アパー ト クラブ 体育館 病　 院 ホテル 工　 場 事務所 個 人住宅 学　 校 Y M C A

洗 面 器 （個 人用） 7．5 7．5 7．5 7．5 7．5 7．5 7．5 7．5

75

7．5 7．5

洗 面 器 （公衆用 ） 15 22 30 2 2 30 4 5

75～ 37 5

22

75

38

5 7

75～ 37 5

3 0

洋　 風　 浴　 槽 75 75 100

4 5

8 50

0．40

7 5 7 5 1 10

皿　 洗　 い　 機 1） 5 7 19 0～ 57 0 19 0～ 57 0 190～ 75 0 57 75～ 3 75

足　　 洗　　 い 11．5 1 1．5 11．5 1 1．5 4 5 1 1．5 11．5 4 5

台　 所　 流　 し 38 75 7 5 110 7 5

85 0

38 7 5

3 8

7 5

洗　 濯　 流　 し 75 106 10 6 106 75 10 6

配 ぜ ん 室 流 し 19 38 3 8 38 19 3 8

シ　 ャ　　 ワ　 ー 11 0 5 70 28 0 2 80 110 110 85 0 85 0

掃 除 用 流 し

水治療用 シャワー

ハ ー バ ー ドバ ス

脚 （下肢 ）浴 槽

腕 浴 槽

座 浴 槽

連 続 放 流 浴 槽

円 形 流 し

75

0．3 0

75

0．30

7 5

1 50 0

2 20 0

38 0

13 0

1 10

62 0

7 5

110

75

7 5

11 5

57

7 5

57

0．30

7 5

11 5

7 5

0．4 0

半　 円　 形　 流　 し 38 38 5 7 38 5 7

使　　 用　　 率 0．2 5 0．25 0．4 0 0．30 0．4 0

貯 揚 容 量 係 数2） 1．2 5 0．90 1．00 0．6 0 0．80 1．00 2．00 0．70 1．0 0 1．0 0

〔注〕1）皿洗い機の所要量は用いる予定の形式がわかれば，その形式に対するメーカのデータから選ぶべきである．

2）1時間当り最大予想給湯量に対する貯湯タンク容量の割合．

貯揚タンクは大容量のボイラプラントからいくらでも蒸気の供給が得られるところでは，その容量を減じて

もよい

〔5〕貯湯式加

熱装置

貯揚式加熱装置の答量は加熱能力と貯湯谷量で表す．両者は一方を大にすれ

ば一方を小にできる．一般に同時使用率が高く多量の湯を連続使用するような

建物では加熱能力を大きくし，貯湯谷量を小さくする．逆に同時使用率の低い

建物では，ピークロードが短いか，1日一定時間だけ湯を使用する程度なので

加熱能力を小さくし，貯湯谷量を大きくする．事務所ビルは後者に該当する．

加熱能力と貯湯容量との関係式

斤≧Q－塑　ただし，斤＝－
〃

d　　　　　　　　　才力一方。

ここに，¢：出湯量〔J／h〕

斤：回復能力〔J／h〕

H：加熱能力〔kcal／h］

タヵ：給湯温度〔Oc〕

J。：給水温度〔Oc〕

〟：有効貯湯容量比（0．7～0．8）

＊　空気調和・衛生工学便覧第11版ⅠⅠⅠ巻，空気調和・衛生工学全編，p．140



22　　　　　　　　　　　　4章　設計チェッタの基本事項

〔6〕間接加熱

装置の加熱

コイル

S′：全貯湯容量〔J〕

♂：給湯ピーク時の継続時間〔h〕

加熱コイルの表面積は，次の式から求め，表4・6を使いコイルの長さを求め

る．求めたコイルの長さは，スケール付着などによる熱通過量の低下を考慮し

25－50％の割増しをしておく．

S＝
尺（才力ーf。）

蕪一雪
J々十Jc

ただし，尺＝
」打

）’‾■‾）’▲■ん‾ん

ここに，5：コイルの表面積〔m2〕

斤：回復能力〔J／h〕

K：加熱コイルの熱通過量〔kcal／m2・h・OC〕

〃：加熱能力〔kcal／h〕

J5：熱媒の平均温度〔OC〕

才力：給湯温度〔Oc］

′。：給水温度〔Oc〕

表4・5　貯湯タンクの加熱コイルの伝熱量

加熱コイルの材質
蒸 気　 の 場 合 80 0c の温水の場合

〔k cal／m 2・h ・Oc 〕 〔k cal／m 2・h・OC 〕

銅　　　　　　 管 1 170 490

ス　 テ　 ン　 レ　ス 90 0 480

〔注〕コイルの外は水，コイルの中は蒸気または温水．

表4・6　コイル内側の表面積

銅　　管（JIS H3300継目無銅管）

外 径 厚　 さ 内 径
管 長 1 m

当 り面積

面積 1 m 2

当 り管 長

〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕 〔m 2／m 〕 〔m ／m 2〕

25 2．0 2 1 0．06 6 15．2

32 2．0 28 0 ．0 88 1 1．4

38 2．9 3 2．2 0．10 1 9．2

50 2 ．9 4 4．2 0．139 7 ．2

＊　空気調和・衛生工学便覧第11版ⅢⅠ巻，空気調和・衛生工学全編，p．147
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表4・7　低圧蒸気表＊

絶対 圧 力 温　 度
比　 エ　 ン　 タ　 ル　 ピ　ー

〔k ca l／k g 〕

P ロ 飽和 水 乾 き飽和 蒸気

r＝ ゐ′′－ ゐ′〔k g f／cm 2〕 〔OC 〕 ゐ′ ゐ′′

1．0 99．09 9 9．12 63 8．5 539 ．4

1．2 10 4．25 10 4．32 640 ．4 536 ．1

1．4 108．74 10 8．86 64 2．1 533 ．2

1．6 112．72 112．89 64 3．5 530 ．6

1．8 116．33 116．53 64 4．8 528 ．3

2．0 119．62 119．86 64 6．0 526 ．1

2．2 122．64 122．92 64 7．0 524 ．1

2．4 125．46 125．84 64 8．0 522 ．2

2．6 128 ．03 128．45 64 8．9 520 ．4

2．8 130．55 130．98 64 9．7 5 18 ．7

3．0 132．88 133．36 650 ．5 5 17 ．1

3．2 135．08 135．6 1 65 1．2 515 ．6

3．4 137．18 137．76 65 1．9 514 ．1

3．6 139．18 139．80 6 52．5 5 12 ．7

3．8 14 1．09 14 1．75 65 3．1 51 1．3

〔7〕飲料用給

湯量

〔8〕湯沸器の

加熱装置

湯沸室や食堂に設置される貯湯式湯沸器の答量は次の式で求める．

Q＝αⅣ去

ここに，0：必要容量〔J〕

Ⅳ：使用人貞〔人〕

α：1人1回当り使用量（0．25J／人）

打：有効出湯量（70％）

貯湯式湯沸器の加熱装置の算定は，〔5〕貯湯式加熱装置の項に準じて行う．

電気を熱源とする既製品を使用する場合は1kW・h＝860kcalであり，一般に

回復能力が小さいので注意を要する．

＊　空気調和・衛生工学便覧第11版ⅢⅠ巻，空気調和・衛生工学全編，p．147



朗

〔1〕膨張水量

〔2〕膨張管

（逃し管）

4章　設計チェックの基本事項

給湯設備の安全装置

膨張水量は次の式で求める．

ル＝（三－よ）〃
ここに，』Ⅴ：膨張量〔J〕

β1：加熱する前の水の密度〔g／cm3〕

β2：加熱した後の水の密度〔g／cm3〕

〃：系統内の全水量〔J〕

開放型膨張タンクの答量は膨張水量の1．5～2．0倍とする．

密閉型膨張タンクの容量は次の式で求める．

Ⅴ＝
』r

PI Pl

Pl＋0．1〃　P2

ここに，Ⅴ：密閉型膨張タンクの容量〔り

Pl：大気圧（通常1．Okgf／cm2）

P2：装置の最大許答圧力（絶対圧力）〔kgf／cm2〕

〃：膨張タンクから装置の最高位までの高さ〔m〕

膨張管は加熱装置から単独に立ち上げる．飲料用タンクへの開放は避け，雑

用水タンクまたは膨張タンクへ開放する．

膨張管の高置タンク水面からの立上げ高さは，次の式により求める．

〃≧穂一1）
ここに，〃：膨張管の立上げ高

さ〔m〕

ゐ：タンク水面からの

静水頭〔m〕

β：水の密度〔g／cm3〕

β′：湯の密度〔g／cm3〕

膨張タンク

貯湯タンク

図4・2　膨張管の立上り高さ
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表4・8　水　の　密　度＊1

1気圧のもとにおける水の密度は3．98OCにおいて最大である．（単位　g／cm3）

温 度

〔OC 〕
0 ロ 2 3 4 5 6 7 8 9

0 0．9 9 9 8 4 0 ．9 9 9 9 0 0．9 9 9 9 4 0．9 9 9 9 6 0 ．9 9 9 9 7 0 ．9 9 9 9 6 0．9 9 9 9 4 0．9 9 9 9 0 0 ．9 9 9 8 5 0 ．9 9 9 7 8

1 0 0．9 9 9 7 0 0．9 9 9 6 1 0．9 9 9 4 9 0．9 9 9 3 8 0 ．9 9 9 2 4 0 ．9 9 9 1 0 0 ．9 9 8 9 4 0 ．9 9 8 7 7 0 ．9 9 8 6 0 0 ．9 9 8 4 1

2 0 0．9 9 8 2 0 0．9 9 7 9 9 0．9 9 7 7 7 0．9 9 7 5 4 0 ．9 9 7 3 0 0 ．9 9 7 0 4 0 ．9 9 6 7 8 0 ．9 9 6 5 1 0 ．9 9 6 2 3 0 ．9 9 5 9 4

3 0 0．9 9 5 6 5 0 ．9 9 5 3 4 0．9 9 5 0 3 0．9 9 4 7 0 0 ．9 9 4 3 7 0 ．9 9 4 0 3 0 ．9 9 3 6 8 0 ．9 9 3 3 3 0 ．9 9 2 9 7 0 ．9 9 2 5 9

4 0 0．9 9 2 2 2 0．9 9 1 8 3 0．9 9 1 4 4 0．9 9 1 0 4 0．9 9 0 6 3 0 ．9 9 0 2 1 0 ．9 8 9 7 9 0 ．9 8 9 3 6 0 ．9 8 8 9 3 0 ．9 8 8 4 9

5 0 0．9 8 8 0 4 0．9 8 7 5 8 0．9 8 7 1 2 0．9 8 6 6 5 0 ．9 8 6 1 8 0 ．9 8 5 7 0 0 ．9 8 5 2 1 0 ．9 8 4 7 1 0 ．9 8 4 2 2 0 ．9 8 3 7 1

6 0 0．9 8 3 2 0 0 ．9 8 2 6 8 0．9 8 2 1 6 0．9 8 16 3 0 ．9 8 1 1 0 0 ．9 8 0 5 5 0．9 8 0 0 1 0 ．9 7 9 4 6 0 ．9 7 8 9 0 0 ．9 7 8 3 4

7 0 0．9 7 7 7 7 0．9 7 7 2 0 0．9 7 6 6 2 0．9 7 6 0 3 0．9 7 5 4 4 0 ．9 7 4 8 5 0．9 7 4 2 5 0．9 7 3 6 4 0．9 7 3 0 3 0 ．9 7 2 4 2

8 0 0．9 7 1 8 0 0 ．9 7 1 1 7 0．9 7 0 5 4 0．9 6 9 9 1 0 ．9 6 9 2 7 0 ．9 6 8 6 2 0 ．9 6 7 9 7 0 ．9 6 7 3 1 0 ．9 6 6 6 5 0 ．9 6 6 0 0

9 0 0．9 6 5 3 2 0 ．9 6 4 6 5 0．9 6 3 9 7 0．9 6 3 2 8 0 ．9 6 2 5 9 0 ．9 6 1 9 0 0 ．9 6 1 2 0 0．9 6 0 5 0 0 ．9 5 9 7 9 0 ．9 5 9 0 6

表4・9　逃し管の管径＊2

伝熱面積 A 〔m 2〕 逃 し管径 〔m m 〕

A ＜10 m 2 25

10 m 2≦A ＜15 m 2 30

15 m 2≦A ＜20 m 2 40

20 m 2≦A 50

〔3〕逃し弁・

安全弁

膨張管（逃し管）を設置できない場合に設ける．

起動設定圧力は，加熱装置の内部の圧力が最高使用圧力以上で，その6％

（その値が0．2kgf／cm2未満のときは0．2kgf／cm2）を超えないようにしなけれ

ばならない．

また，ほかに安全装置を設けられない場合は，同じ大きさのものを2個以上

設置し，その設定圧力差は，1個の安全弁を最高使用圧力以下で作動するよう

に調整したときは，他の安全弁を最高使用圧力の3％増以下で作動するよう調

整する．なお，安全弁は1200C以上の加熱装置に，逃し弁は1200C未満の加

熱装置に用いる．

＊1G・S・Kell，J．Chem．Eng．Data20（1975）による．

＊2　給排水・衛生設備の実務の知識（改訂第3版），空気調和・衛生工学全編，p．62
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d■　●　d 排 水 槽 の算定

〔1 〕 容 量

〔2 〕 構 造

排水槽の容量は，一般的には，時間最大排水量の 15～60 分 とする．汚水タ

ンクは，滞留による腐敗を考慮し，極力小さくする．また，下水道事業者の指

導基準がある場合は，事前協議のうえ決定する必要がある．

排水槽の構造は，下記に示すように建設省告示・1597 号 （改訂 1674 号）によ

り規定されている．

イ． 通気のための装置以外の部分から臭気が漏れない構造とすること．

ロ． 内部の保守点検を答易かつ安全に行うことができる位置にマンホール

（直径 60 cm 以上の円が内接することができるものに限る）を設けること．

ハ． 排水タンクの底には吸込ピットを設けること．

排水タンクの底のこう配は吸込ピットに向かって 1／15 以上 1／10 以下

とするなど，内部の保守点検 を容易かつ安全に行うことができる構造と

すること．

ホ． 通気のための装置を設け，かつ，当該装置は直接外気に衛生上有効に

開放すること．

外気開口

中 管主墨筆警孟謎ホール

HWL　 ■史 ：； し　　 亨

′、 屯
き誓 ±l∫つ

LW L　　　　 階段　　　　　 雷 漂

こう配1／10～1／15

吸込ピット
20d攻上　 ≦00’

以上　 排水ポンプ（2台以上）

図 4 ・3　排水槽の構造例
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〔1〕ポンプ揚

水量の算定

〔2〕ポンプ全

揚程の算定

〔3〕ポンプの

軸動力

揚水ポンプの揚水量は次の式で算出する．

Q卯＝
Qク×乃一帖

了ち一丁もr

ここに，仏〟：揚水ポンプの揚水量〔J／min〕

払：ピーク時予想給水量〔J／min〕

帯：ピーク時予想給水量の継続時間〔min〕

（通常30分程度とする）

策r：揚水ポンプの最短運転時間〔min〕

（通常15分程度とする）

拓：高置タンクの有効容量〔J〕

一般的には揚水ポンプの容量は，高置タンクを20分間程度で満たす容量と

する．

揚水ポンプの全揚程は次の式で算出する．

。打＝〃1＋〃妄＋〃三

ここに，〃：揚水ポンプの全揚程〔m〕

〃1：吐出水頭〔m〕

（1．Omとする）

〃ら：実揚程〔m〕

織：配管損失水頭〔m〕

（配管相当長〔m〕×摩擦損失〔mmAq／m〕）

4・9参照．

図4・4　揚水ポンプの実揚程



2β

〔1〕ポンプ揚

水量の算定

〔2〕ポンプ全

揚程の算定

4章　設計チェックの基本事項

排水ポンプの算定

各排水ポンプの揚水量¢〔J／min〕は排水槽の大きさと相関関係があるが，

a）～C）による．

a）汚物ポンプ，雑排水ポンプ

（1）排水量が一定に近い場合

0＝最大排水時流量×1．2～1．5

とし排水槽の答量はポンプの10～20分間分とする．

（2）排水量の変動が著しい場合

Q＝平均排水時流量×1．2～1．5

とし排水槽の容量を大きくする．

一般に排水ポンプは詰りを考慮し，汚物ポンプは口径80¢，雑排水ポンプは

口径50¢，また，機械排水など比較的汚れの少ない排水は口径40¢程度を目

安とする．

b）湧水ポンプ

¢＝（地下部分壁・床盤からの湧水量）×1．5～2．0

湧水量は，実測による数値を採用するのが，望ましい（参考値：1．8J／m2・

h）．

c）雨水ポンプ（ドライエリアなど）

¢＝ドライエリア雨水流入量

＝（ドライエリア雨水排水相当面積）×（最大降雨量）

ただし，′ト降雨時にポンプの発停が頻繁にならないよう容量・台数を考慮す

る．

排水ポンプの全揚程は次の式で算出する．

〃＝且＋晶＋蕗

ここに，〃：ポンプの全揚程〔m〕

〃1：吐出水頭〔m〕

（1．Omとする）

旅：実揚程〔m〕

昂：配管損失水頭〔m］

（配管相当長〔m〕×摩擦損失〔mmAq／m〕）
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：纂
給 湯 循 環 ポ ン プ の 算 定

〔1〕 ポンプ循 給湯循環ポンプの循環水量は次の式で算出する．

環水生の算

走

　 Q l
¢＝－　d JX 60

ここに，0 ：循環水量 〔J／m in〕

Q l ：配管，弁類からの熱損失 〔kcal／m ・h〕

（配管長 〔m 〕×熱損失 〔kcal／h〕）

〈表4・10 参照〉

』′：給湯と返湯の温度差 〔Oc〕

（5 0C とする）

表 4 ・10　配管からの熱損失＊　　　　　　 （単位　 kcal／m ・h）

　 呼び管径
〔mm〕

温度条件
15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150

保温を施した鋼管
仇＝600C

9．1 10．4 12．0 14．1 18．0 18．1 18．9 21．3 26．0 30．7 31．0
保温を施した鋼管 7．6 9．2 10．8 9．9 11．0 13．2 17．0 19．4 24．2 28．9 29．5

裸　 の　鋼　 管
βr＝250C

33．1 40．7 49．0 60．6 69．0 87．1 102．0 121．5 152．8 218．5

裸　 の　銅　 管 19．1 25．0 31．5 37．3 44．0 54．9 67．5 78．1 99．9 141．2

〔注〕仇：内部温度，βr：室内温度

　 保温材の厚さを管径15～50m m は20m m，65～125mm は25mm ，150mm は30mm とする．

〔2 〕 ポンプ全 給湯循環ポンプの概略揚程は次の式で算出する．

揚程の算定 〃＝鋸 （与 ＋′2）

ここに，〃 ：ポンプ全揚程〔m 〕

〃1：配管損失水頭〔m m A q／m 〕

（10 m m A q／m とする）

Jl ：給湯主管の長さ〔m 〕

J2 ：返湯主管の長さ〔m 〕

＊ 空気調和・衛生工学便覧第11版Ⅲ巻，空気調和・衛生工学全編，p．173



3〃

〔1〕ポンプ揚

水量の算定

〔2〕ポンプ全

揚程の算定

〔3〕水源の有

効容量

4章　設計チェックの基本事項

屋内消火栓ポンプの算定

屋内消火栓ポンプの揚水量は次の式で算出する（1号消火栓の場合）．

0＝150〔J／min〕×〃

ここに，0：ポンプの揚水量〔J／min〕

jV：消火栓設置個数（Ⅳ≦2）

屋内消火栓ボン70の全揚程は次の式で算出する．

〃＝〃i＋〃ら＋織＋且

ここに，〃：ポンプの全揚程〔m〕

〃1：実揚程〔m〕

〃ら：配管損失水頭〔m〕

（配管相当長〔m〕×摩擦損失〔mmAq／m〕）

〈表4・11，表4・12参照〉

晶：放水圧力〔m〕

（17mとする）

晶：ホース損失水頭〔m〕

（7．8mとする）

消火水源の有効容量は図4・5，図4・6による．

貯水面

β†

有効水量1

　 凹
1．65上）以上

フート弁

以上
ノウク′ l

′－ト面 1

水警 部　 王要 m

図4・5　サクションピットを設けない場合または
連通管を設ける場合の有効水量＊

〔注〕2号消火栓については，一般的に事務所ビルに設置されないので割愛

した．

＊　東京消防庁監修：予防事務審査・検査基準，昭63年3月，p．259，（財）東京防災指導協会
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貯水面

田

E

†

有効水量

水槽底部　　　　　　　　 有効水量下部
ノンう′　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノン5′ 　 5上）以上 l　　凹

弁シート面1・65β以上　　円 フート弁

β／2以上ーーーJ警句 巧　〟r　 〟r

以上　　ノウ5

図4・6　サクションピットを設ける

場合の有効水量＊1

表4・11JIS G3452（配管用炭素鋼鋼管）を使用する場合の管継手・弁類の直管換算相当長

（消防庁告示3号，昭51－4）＊2

　 大 き さ の 呼 び

種 別

A 2 5 3 2 4 0 5 0 6 5 8 0 9 0 1 0 0 1 2 5 1 5 0 2 0 0 2 5 0 3 0 0 3 5 0

B ロ 1％ 1露 2 2 露 3 3ケ古 4 5 6 8 1 0 田 1 4

ね

じ

込

み

式

4 5 0　　　 ェ　　 ル　　 ポ 0 ．4 0 ．5 0 ．6 0 ．7 1．0 1．1 1．3 1．5 1 ．8 2 ．2 2 ．9 3 ．6 4 ．3 4 ．8

9 0 0　　　 ェ　　 ル　　 ポ 0 ．8 1 ．1 1 ．3 1 ．6 2．0 2 ．4 2 ．8 3 ．2 3 ．9 4 ．7 6 ．2 7 ．6 9 ．2 1 0 ．2

リ タ ー ン ベ ン ド （1 8 0 0） 2 ．0 2 ．6 3 ．0 3．9 5．0 5 ．9 6 ．8 7 ．7 9 ．6 1 1 ．3 1 5 ．0 1 8 ．6 2 2 ．3 2 4 ．8

T ま た は ク ロ ス

（分 流 9 0 0）
1 ．7 2 ．2 2 ．5 3．2 4．1 4 ．9 5 ．6 6 ．3 7 ．9 9 ．3 1 2 ．3 1 5 ．3 1 8．3 2 0 ．4

溶

接

式

＿4 5 0

エ ル ポ

ロ　 ン　 グ 0 ．2 0 ．2 0 ．3 0．3 0 ．4 0 ．5 0 ．6 0 ．7 0 ．8 0 ．9 1．2 1．5 1．8 2．0

9 0 0

エ ル ポ

シ ョ ー ト 0 ．5 0 ．6 0 ．7 0．9 1．1 1．3 1．5 1 ．7 2 ．1 2 ．5 3 ．3 4．1 4 ．9 5 ．4

ロ　 ン　 グ 0 ．3 0 ．4 0 ．5 0．6 0 ．8 1．0 1 ．1 1 ．3 1 ．6 1 ．9 2 ．5 3．1 3 ．7 4 ．1

T ま た は ク ロ ス

（分 流 9 0 0）
1 ．3 1 ．6 1 ．9 2．4 3．1 3 ．6 4 ．2 4 ．7 5 ．9 7 ．0 9 ．2 1 1．4 1 3 ．7 1 5 ．3

弁

仕　　　 切　　　 弁 0 ．2 0 ．2 0．3 0．3 0 ．4 0 ．5 0 ．6 0 ．7 0．8 1 ．0 1．3 1．6 2 ．0 2．2

玉　　　 形　　　 弁 9 ．2 1 1 ．9 1 3．9 1 7．6 2 2 ．6 2 6 ．9 3 1 ．0 3 5 ．1 4 3．6 5 1．7 6 8．2 8 4．7 1 0 1．5 1 1 3．2

ア　 ン　 グ　 ル　 弁 4 ．6 6 ．0 7．0 8．9 1 1．3 1 3 ．5 1 5 ．6 1 7 ．6 2 1 ．9 2 6 ．0 3 4．2 4 2．5 5 0 ．9 5 6 ．8

ス　 イ　 ン　 グ 逆 止 弁 2 ．3 3 ．0 3．5 4．4 5 ．6 6 ．7 7 ．7 8 ．7 1 0．9 1 2．9 1 7．0 2 1．1 2 5 ．3 2 8 ．2

表4・12　屋内消火栓設備用管摩擦損失水頭長（管長1mにつきm）＊3

個数
流 量

〔〝m in〕

管　　 の　　 呼　　 び　　 径

4 0 A 50 A 65 A 80 A 100 A 125 A 150 A

ロ 130 0．09 5 0．0 30 0．0087 0．0 038 0．0 01 1 0．000 36 0．000 16

2 2 60 0．34 1 0．106 0．032 0．0 14 0．0 037 0．00 13 0．000 56

JIS G3452（c＝120）

＊1東京消防庁監修：予防事務審査・検査基準，昭63年3月，p．259，（財）東京防災指導協会

＊2，＊3　空気調和・衛生工学便覧第11版ⅠⅠⅠ巻，空気調和・衛生工学全編，p．323
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ポンプの選定

〔1〕ポンプ選

定上の注意

〔2〕選定範囲

〔3〕性能曲線

汎用品のポンプを使用する場合は，誤った選定をするとキャビテーションが

発生したり，能力不足となる場合があるので注意する．

発注前には必ずメーカから性能曲線を取り寄せ，ポンプの性能を把握し，効

率のよい吐水量と揚程で運転できるか確認する．

以下に選定の要領を示す．

吐出し量

図4・7　ポンプ選定図

イ．ポンプAが選定できるのは，要求点が選定図の斜線の枠内および曲線

上にあり，かつイーイ′線より上にある場合（例えばa点，b点）である．

ロ．イーイ′線よr）下（例えばc点）に要求点がある場合はキャビテーショ

ンの発生のおそれがあり，羽根車を修正する必要がある．

ハ．要求点が1段上の口径のものとの境界線上（例えばd点）にある場合

は，メーカまたは代理店とよく打合せをする．

図4・8は，ある渦巻ポンプの性能曲線である．

表4・13ポンプの性能曲線の見方と，表4・14ポンプに関する語句と対照させ

て理解されたい．
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図4・8 ポンプの性能曲線

表4・13 ポンプの性能曲線の見方

曲　線 項　　 目 摘　　　　　　　 要

団 全揚程〔m〕 吐出し量に対する全揚程の曲線

② ポンプ効率〔％〕 吐出し量に対するポンプ効率の曲線

③ 軸動力〔kW 〕 吐出し量に対する軸動力の曲線

④ 要求NPSH 〔m〕ポンプの有効吸込み性能を示す

表4・14　ポンプに関する語句

項　　 目 意　　　　 味 計　　　 算　　　 式

ポンプ効率　甲 モータから受けた動力に対

する理論動力の割合

ヮ一号×100〔％〕

理論動　力 ポンプが実際に行っているⅣ＝0．163∂・Q・〃〔kW 〕

Ⅳ 仕事量 ∂：密度

Q ：吐出し量〔m3／m in〕

〃：揚程〔m］

軸 動 力　S モータが実際に行っている

仕事量

s＝0・163∂・Q・〃〔kW 〕　　甲

要求NPSH 安全運転に必要な吸込へツ吸込仝揚程〔m〕＝10．33－

ド （1．3×要求NPSH ）－（揚液の蒸気圧）
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〔4〕水温と吸

込揚程

〔5〕単独運転

と並列運転

吸込揚程が大きい場合や，揚液の水温が高い場合はキャビテーションが起こ

りやすいので注意する．表4・15に水の飽和蒸気圧力を示す．

表4・15　水の飽和蒸気圧力

水　　　 温 〔Oc 〕 5 10 20 30 40 50 60 70 80

飽 和 蒸気 圧 〔m 〕 0 ．0 9 0 ．13 0．24 0．43 0 ．7 5 1．26 2．03 3 ．18 4 ．83

例えば，ポンプの要求NPSHが4m，水温が500Cのとき，吸込全揚程は表

4・14中の式より，10．33－1．3×4－1．26＝3．87mとなる．

ポンプの運転方法には，図4・9に示すように単独運転と並列運転が考えられ

る．

QI Q2

図4・9　同一特性のポンプの単独運転・並列運転

並列運転の場合の運転点は，管路の抵抗曲線とポンプの並列運転特性との交

点となるので揚水量は2倍にはならない．

したがって，並列運転によって揚水量を確保したいときは，ポンプの選定に

注意し，吐出し管径を太く（抵抗曲線をゆるやかにする）する考慮が必要であ

る．
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4・tO 管径の決定

〔1〕給水管の 給水管の管径は，流量線図または管均等表を用いて算出する．給水主管 （揚

管径 水管も含む）の管径算出には流量線図を，便所など局部的な場合の管径算出に

は管均等表を利用することが便利である．

流量線図を用いて管径を決定するには，決定しようとする区間の負荷流量を

算出し，流速の制限または単位摩擦損失（許容動水こう配）により管径を決定

する．参考値を下記に示す．

表4・16　流量・流速・単位摩擦損失の参考値

1．負荷流量　　　　 算定例参照

2．流　速　　　　 1．5m／s程度

3．単位摩擦損失　 概略40m mAq／m 程度

〔算定例〕管材料を硬質塩化ビニルライニング鋼管とし，負荷流量を800 J／

m in，流速を1．5 m／s前後とすると（図4・10 を参照），管径は100A，流速は

約1．6m ／s，単位摩擦損失は約29m m A q／m となる．

表4・17　硬質塩化ビニルライニング鋼管均等表＊

15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 350

15

20

25

32

40

50

65

80

ロ

2．5

5．2

11．1

17．2

33．7

67．3

104

ロ

2．1

4．4

6．8

13．4

26．8

41．5

ロ

2．1

3．3

6．4

12．8

19．9

ロ

1．5

3．0

6．1

9．4

ロ

2．0

3．9

6．1

ロ

2．0

3．1

ロ

1．6 ロ

ロ

口

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

100 217 86．3 41．4 19．6 12．7 6．4 3．2 2．1

125 392 156 74．7 35．3 22．8 11．6 5．8 3．8 1．8

150 611 243 117 55．1 35．6 18．1 9．1 5．9 2．8 1．6

200 1293 514 247 117 75．4 38．4 19．2 12．4 6．0 3．3 2．1

250 2290 911 437 207 134 68．0 34．1 21．9 10．6 5．9 3．7 1．8

300 3727 1483 711 336 217 四 55．4 35．7 17．2 9．5 6．1 2．9 1．6

350 4954 1970 945 447 289 147 73．6 47．5 22．8 12．7 8．1 3．8 2．2 1．3

＊　空気調和・衛生工学便覧第11版ⅡⅠ巻，空気調和・衛生工学全編，p．126
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図4・10　硬質塩化ビニルライニング鋼管流量線図＊

負荷流量の算定

負荷流量の算定方法は下記の4とおりあるが，ここでは器具給水負荷単位に

よる方法を示す．

イ．器具給水負荷単位による方法

ロ．水使用時間率と器具給水単位による方法

ハ　器具利用から予測する方法

実測値に基づいた方法

＊　空気調和・衛生工学便覧第11版ⅠⅠⅠ巻，空気調和・衛生工学全編，p．119
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〔算定例〕大便器（FV）70個，小便器（FV）40個，洗面器50個の場合

は，器具給水負荷単位の合計は，1000（表4・18より10×70＋5×40＋2×50

＝1000）となり，図4・11より負荷流量は800J／minとなる．

表4・18　器具給水負荷単位＊1

器　 具　 名 水　　　　　　 栓
器具 給 水負 荷単 位

公 衆用 私 室 用

大　　　 便　　　 器 洗　　　　　　 浄　　　　　　 弁 10 6

〝 洗　　 i争　　　 タ　　　 ン　　　 ク 5 3

1

小　　　 便　　　 器 洗　　　　　　 浄　　　　　　 弁 5

〝 洗　　　 浄　　　 タ　　　 ン　　　 ク 3

洗　　　 面　　　 器 給　　　　　　 水　　　　　　 栓 2

手　 洗　 い　 器 〝 1 0 ．5

3

医 療 用 洗 面 器 〝 3

事 務 室 用 流　 し 〝 3

4

台　 所　 流　　 し ロ

料　 理　 場　 流　 し 〝 2

3

3

〝 混　　　　　　 合　　　　　　 弁 3

食 器 洗 流 し

連 合 流 し

洗 面 流 し

（水栓 1 個 に つ き）

掃 除 用 流 し

給 水 栓

ロ

ロ

ロ

ロ

混 合 弁

5

2

4

浴　　　　　　　 槽 4 2

シ　　 ャ　　 ワ 4

2

2

浴 室 一　 そ　 ろ　 い 大 便 器 が 洗 浄 弁 に よ　る場 合 8

〝 大 便 器 が洗 浄 タ ンクに よる場合 6

水　 飲　 み　 器 水　　 飲　　 み　　 水　　 栓 1

湯　 沸　　 し　　 器 ボ　　　　　　 ル　　 タ　　 ッ　　 プ 2

散　 水 ・車　 庫 給　　　　　　 水　　　　　　 栓 5

〔注〕給湯栓併用の場合は，1個の水栓に対する器具給水負荷単位は
上記の数値の3／4とする．
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図4・11器具給水負荷単位による流量＊2

＊1空気調和・衛生工学便覧第11版In巻，空気調和・衛生工学会鼠　p．114

＊2　同上，p．115
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〔2〕給湯管の

管径

給湯管の管径は，給湯単位から同時使用湯量を算出し，流速の制限または単

位摩擦損失により，流量線図から決定する方法もある．参考値を表4・19に示

す．

表4・19　流量・流速・摩擦損失の参考値

1．同時使用湯量 給水管算定例参照

2 ．流　 速 1．2 m ／s 以内

3 ．単位摩擦損失 概略 40 m m A q／m 程度

表4・20　給湯単位（給湯温度600C）＊1

　 建物種類

器具種類
アパー ト クラブ 体育館 病　院

ホテル
独身寮

工 場 事務所 学 校 Y M C A

洗　面　 器 （私用） ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
洗　面　 器 （公共） ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

洋　 風　 浴　 槽 1ケ首 1ケ妄　客 1％ 1％
皿　 洗　 い　 機 1％ 席数 250 に対して5 単位
治　療　 用　 浴　 槽 5
台　 所　 流　 し ％ 1％ 3 1％ 3 ％ 3
配　 ぜ　 ん　流　 し 2％ 2％ 2％ 2％ 2％
掃　 除　 流　 し 1％ 2％ 2％ 2％ 2％ 2％ 2％ 2％

シ　 ャ　 ワ　 ー1） 1％ 1％ 1％ 1％ 1％ 3 1％ 1％
円形洗 い場噴水 2％ 2％ 2％ 4 2％ 2％
半円形洗い場噴水 1％ 1％ 1％ 3 1％ 1％

〔注〕1）体育館や工場設備のようにシャワーを主体とする場合は，同時使用を100％とする．
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図4・12　給湯単位と同時使用流量＊2

＊1空気調和・衛生工学便覧第11版ⅠⅠⅠ巻，空気調和・衛生工学全編，p・172

＊2　同上，p．173
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図 4 ・13　 銅管流量線図り

また，返揚管の概略管径を表 4 ・2 1 に示す．

表 4 ・21 返湯管径 （森村武雄）＊2

給湯管径 l20～25 l32 40 l50 l65～80 llOO l125 l 150

返揚管径 l 20 l20 25 l32 l 40 l 50 l 65 l 80

＊1 空気調和・衛生工学便覧第11版ⅠⅠⅠ巻，空気調和・衛生工学全編，p．121

＊2　同上，p．174
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〔3 〕排水・通 排水管および通気管の管径算出方法は下記の2 とおりあるが，ここでは器具

気管の管径 排水負荷単位法による方法を示す．

イ．定常流量法

ロ．器具排水負荷単位法

表4・22，表4・23 に各種衛生器具の排水単位を示す．これらを用いて排水管

各部の受け持つ排水単位の累計を算出する．排水横主管および敷地排水管は表

4・24 を，排水横枝管および立て管は表4・25 を，通気管は表4・26，表4・・27 を

用いて各種管径を決定する．なお，排水横枝管の管径が立て管径より大きい管

径になった場合は，立て管の管径を排水横管の管径に合わせる．

〔算定例〕

ベント票ヲイ 霊 芸終≡1∃e　B㌢　 t

q
f．ノ　　　　 　ゝ　　 ‾‾1

F　 b・　　　　　　　 f J F G
に

G　　　　　　　　　　　 ㌢

各階排水管および通気管　 排水立管および通気立管　　各部の管径

区　 間 排 水 単 位 管 径 備　　　　 考

排

水

管

A～B ～C
…；：；≡…4）計32

100 A 表4・25 より

C～D 3ケ×1＝3 40A 同　 上

C～E 32＋3＝35 100A 同　 上

e～F 35×6＝210 100A 同　 上

F～G 210 125A こう配1／100 とする．表4・24 より

通

気

管

a～b 32 50 A 表4・27 より

c～b 3 40 A 同　 上

b～d 35 65A 同　 上

e～f 210 75A 表4・26 より

e～g 210 100A 排水立管が100A であるから

注） ループ通気管の管径は，排水横枝管と通気立管のうち，いずれか小なる

方の管径の1／2以上とする（H A SS 206－1982）



表4・22　各種衛生器具の排水単位■

器　　　　　　　　 具

付属 トラップ

口　 径い

近 似 〔m m 〕

器 具

排水負荷

単 位 数

器　　　　　　　　　 具

付属 トラップ

口　 径 l）
近 似 〔m m 〕

器 具

排水負荷

単 位 数

大　　　 便　　　 器　 洗浄水タンクによる場合

30

4 汚　　 物　　 流　　 し

眼

8

洗浄弁による場合 8 医　 療　 用　 流　 し （大　 型） 2

小　　　 便　　　 器　 壁掛け型2I 4 （小　 型） 1．5

ス トール型 ・型掛けストール型 ・台付型 ・ 4 歯 科 用 ユ　ニ　 ッ ト 0．5

サイホンジェット・吹出し式 8 化 学 用 実 験 流 し 1．5

公 衆 用 水 洗 便 所 トラフ型 ・連立式長さ0．6 m ごとに

掌 洗 面 い 芸）
2

ロ
流　　　　　　　　 し　 台所用 ・住宅用 5）

2

4

ディスポーザ付 き （住宅用） 40 3

手 洗 い 器 （小型）3I 25

肥

0．5 ホテル t 公衆用 （営業用） 50 4

歯　 科　 用　 洗　 面　 器 ロ ソーダフアンテンまたはバー用
肥

50

1．5

理髪 ・美容 用洗面器

水　 飲　 み　 器

2

0．5
パントリー用 ・皿洗い用

2

4

た　 ん　 吐　 き　 器 0．5 野菜洗い用 4

浴　　　　　　　 槽4）（住宅用） 2 湯沸し場用 3

（洋風 ・和風を問わない） 3 皿　　 洗　　 い　　 機　 住宅用 40 2

　　　 （公衆用 ・共用）

囲 い シ ャ ワ ー （住宅用）

50 ～75

肥

トラップ別個

40

4 →6

2

洗　 面　 流　 し　 場　 並列式 1 人分につ き
脈

0．5

0．5

シ ャ ワ ー （連立シャワー）シャワーヘッド1 個当り

ビ　 デ

掃除用または雑用流し引

3

3

2．5

3

床 排 水6〉

1 組 の 浴 室 器 具 （大便器 ・洗面器 および浴槽 または囲い　　シャワー）

ロ

2

6洗　 濯　 用　 流　 し5〉 2 大便器の洗浄がロータンクによる場合

連　 合　　 流　　 し5I 3 大便器洗浄弁による場合 8

連　 合　 流　　 し （ディスポーザ付 き） 4
排水ポンプ ・エゼクタ吐出し量 3．8 〃m in ごとに7） 2

〔注〕1）トラップの口径に関しては，排水単位を決定するうえに必要なものの口径についてのみ特記した．
2）JISU220型．

3）主として小住宅・アパートの便所の中に取り付けられる手洗い専用のもので，オーバフローのないもの．
4）浴槽の上に取り付けられているシャワーは，排水単位に関係ない．
5）これらの器具（ただし洗濯用および連合流しは，家庭的・個人的に使用きれるものとする）は，排水管の管径を決定する際の，給排水負荷単位の算定からは除外してもよい
すなわち，これらの器具の排水負荷単位は，それらの器具の属する一つの系統（枝管）の管径を定める際に適用すべきで，主管の口径の決定に際しては除外してもよい．

6）床排水は，水を排水すべき面積によって決定する．
7）排水ポンプのみならず．空調機器や類似の機械器具からの吐出し水も，同じく3．8〟minごとに2単位とする．

＊　空気調和・衛生工学便覧第11版m巻．空気調和・衛生工学会鼠p．222
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表4・23　標準器具以外の衛生

器具の排水単位＊1

器具排水管 または ト
器具排

水単位
ラップの口径

近　 似 〔m m 〕

30 以下 1

40 2

50 3

65 4

75 5

100 6

表4・24　排水横主管1）および敷地排水管2）の許容最大排水単位＊2

管 径

〔m m 〕

排 水横 主 管 お よび敷 地排 水 管 に接続 可能 な

許容 最大 排水 単位 数

こ　　　　　 つ　　　　　 配

1／192 1／96 1／4 8 1／24

5 0

1 40 0

203）

2 1 26

6 5 24 3 1

7 5 27 3） 363）

10 0 180 2 16 2 50

12 5 390 480 5 75

15 0 700 840 1 00 0

20 0 1 6 00 1 920 2 30 0

25 0 2 50 0 2 900 3 500 4 2 00

30 0 3 90 0 4 600 5 600 6 7 00

37 5 7 00 0 8 300 10 000 12 0 00

〔注〕1）排水横主管〔building（house）drain〕とは，排水横枝
管から排水立て管へ排水を導く管，ならびに排水立
て管または排水横枝管・器具排水管からの排水およ
び機器からの排水をまとめて敷地排水管へ導く管を
いっ．

2）敷地排水管〔building（house）sewer〕とは，排水横
主管の終点，すなわち建物外壁面より外方へ1mの
地点から始まり，排水本管・公共下水道または他の
排水処理箇所への流入点までの配管部分をいう．
3）大便器2個以内のこと．

表4・25　排水横枝管1）および立て管の許容最大排水単位＊3

管 径

〔m m 〕

受 け 持 ち　 う　 る　許 答 最 大 排 水 単 位 数

排 水横

枝 管2）

3 階建 ま たはブ ラ ンチ間

隔 3 を有 す る 1 立 て管

3 階 建 を超 え る場合

1 立 て管 に

対 す る合計

1 階 分 または 1 ブ

ラ ンチ 間隔 の合計

30 ロ 2 2 ロ

40 3 4 8 2

50 6 10 24 6

65 12 20 42 9

75 20 3） 30 4） 60 4） 163）

100 160 240 500 90

125 360 540 1 100 200

150 620 960 1 900 350

20 0 1 400 2 20 0 3 60 0 6 00

2 50 2 50 0 3 80 0 5 6 00 1 000

30 0 3 90 0 6 00 0 8 4 00 1 500

3 75 7 00 0

1）排水横枝管（horizontalbranch）とは，器具排水管からの排水
を，排水立て管または排水横主管へ導くあらゆる横管をいう．

2）排水横主管の枝管は含まない
3）大便器2個以内のこと．

4）大便器6個以内のこと．

＊1，＊2，＊3　空気調和・衛生工学便覧第11版Ⅲ巻，空気調和・衛生工学全編，p・223
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表4・26　通気管の管径と長さ＊1

汚水 また

は雑 排水
管 の管径

近 似
〔m m 〕

排 水 単位

通　　 気　　 管　　 の　　 管　　 径

近 似 近 似 近 似 近 似 近 似 近 似 近 似 近 似 近 似

〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕

30 40 50 65 75 100 125 150 200

通　 気　 管　 の　 最　 長　 距　 離 〔m 〕

30

40

40

50

50

65

2

8

10

12

20

4 2

9

15

9

9

7．8

45

30

22 ．5

15

9

60

45

30 90

180

30 0

300

390

390

75 10 9 30 60

75 30 18 60 150

75 60 15 24 120

100 100 10．5 30 78

100 20 0 9 2 7 75 2 70

100 500 6 2 1 54 2 10

125 200 10 ．5 24 105

125 500 9 2 1 90 270

125 1 100 6 15 60 2 10

150 350 7．5 15 60 120

150 620 4．5 9 37．5 90 330

150 960 7 ．2 30 75 300

150 1 900 6 21 60 2 10

2 00 60 0 15 45 150

2 00 1 400 12 30 120 360

200 2 200 9 24 105 330

200 3 60 0 7 ．5 18 75 240

250 1 00 0 2 2．5 37 ．5 300

250 2 500 15 30 150

250 3 80 0 9 24 105

250 5 60 0 7 ．5 18 75

表4・27　ループ通気横枝管の管径（Ⅴ．T．Manas）＊2

行数
汚水または雑排 排水単位 （この

ル ー　プ 通 気 管 の 管 径

近 似 近 似 近 似 近 似 近 似 近 似
〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕 〔m m 〕

水管の管径近似
〔m m 〕

表の数値以下の
こと）

40 50 65 75 100 125

最長水平距離 （この表の数値以下のこと）

四 四 四 四 四 四
ロ 40 10 6

12

12 30

6 0

60

2 50 12 4．5

3 50 20 3 9

4 75 10 6

5 75 30 12 3 0

6 75 60 48 2 4

7 100 100 2 ．1 6 15．6
8 100 200 1．8 5．4 15 54
9 100 500 4．2 10．8 4 2
10 125 200 4．8 21
11 125 1 100 3 12 42

＊1，＊2　空気調和・衛生工学便覧第11版ⅢⅠ巻，空気調和・衛生工学全編，p．238
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〔4〕雨水管の

管径

雨水管の管径の算出方法は，前述の〔3〕と同様であるが，ここでは1時間

最大降雨量を100mm／hとし，負荷流量を水平屋根面積に換算して，表4・28

および表4・29から雨水管の管径を算出する．

なお，壁面を流下する雨水量を考慮に入れる場合は，その壁面の面積の半分

を下部の屋根面積に加算する．

表4・28　雨水立て管の管径り（HASS206）

管　　 径 〔m m 〕 許容 最大 屋根 面積 〔m 2〕

5 0 67

6 5 135

75 197

10 0 42 5

1 25 7 70

1 50 1 2 50

2 00 2 7 00

［注〕1）屋根面積は，すべて水平に投影した面積とする．

2）許容最大屋根面積は，雨量100mm／bを基礎として算出したも

のである．したがって，これ以外の雨量に対しては，表の数値

に「100／当該地域の最大雨量」を乗じて算出する．

3）正方形または長方形の雨水立て管は，それに接続される流入管

の断面積以上をとり，また，内面の短辺をもって相当管径とし，

かつ，「長辺／短辺」の倍率を表の数値に乗じ，その許容最大屋

根面積とする．

表4・29　雨水横管の管径■2（HASS206）

管 径

〔m m 〕

許　 容　 最　 大　 屋　 根　 面　 積 〔m 2〕

配　　 管　　 こ　　 う　　 配

1／25 1／5 0 1／75 1／100 1／125 1／150 1／200 1／300 1／400

6 5 12 7 90 73

7 5 186 13 1 107

100 40 0 28 3 23 1 20 0 17 9

125 5 12 4 18 36 2 32 4 296

150 8 33 680 5 89 5 27 48 1 4 17

200 1 470 1 270 1 130 1 040 897 73 2

250 2 300 2 0 60 1 880 1 630 1 330 1 150

300 3 740 3 350 3 050 2 650 2 160 1 870

350 5 050 4 6 IO 3 99 0・ 3 26 0 2 82 0

400 6 5 80 5 70 0 4 65 0 4 0 30

〔注〕1）屋根面積は，すべて水平に投影した面積とする・

2）許容最大屋根面積は，雨量100mm／hを基礎として算出したも
のである．したがって，これ以外の雨量に村しては，表の数値

に「100／当該地域の最大雨量」を乗じて算出する．なお，流速

が0．6m／s未満または1．5m／sを超えるものは好ましくないの

で除外してある．

3）都市の下水道条例が適用される地域においては，その条例の基

準に適合させなければならない．

＊1，＊2　空気調和・衛生工学便覧第11版Ⅲ巻，空気調和・衛生工学全編，p・245
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〔5〕雨水流出

量

敷地雨水管が地表面の雨水を受け入れる場合は，表4・30に示す流出係数を

用いる．

表4・30　流出係数＊

種　　　　　　 別 流出係数

工種別

屋　　　　　　　　　　　　　　 根 0．85～0．95

アスファル ト・コンクリート舗装 0．75～0．85

砂　　　　　　 利　　　　　　 道 0．2～0．3

舗　 装　 し　 な　 い　 表　 面 0．1～0．3

地域別

商　　　　 業　　　　 地　　　　 区 0．6～0．7

工　　　　 業　　　　 地　　　　 区 0．4～0．6

住　　　　 宅　　　　 地　　　　 区 0．3～0．5

公　　　　 団　　　　 緑　　　　 地 0．1～0．2

なお，自治体の下水道条例が適用される地域については，その条例に適合さ

せなければならない

敷地雨水流出量の算定には，合理式と実験式とがあるが，ここでは，一般的

な合理式を示す．

1

Q＝面●Cイ●A

ここに，¢：雨水流出量〔m3／s〕

C：流出係数（表4・30参照）

′：降雨強度「般に巨了㍍）

α，∂：定数（地域によって変わる．東京ではα＝5000，∂＝40）

A：雨水管が受け持つ排水面積〔ha〕（1ha＝10000m2）

f　：流達時間〔min〕

f＝′1＋′2

Jl：流入時間〔min〕

itl＝2min（市街地），10min（田園地帯），

平均′1＝5～7mi両

J2：流下時間〔min〕

f2＝J／60・佑

J　：下水管長さ〔m〕

杭：流速〔m／s〕（1．0～1．2とする）

＊　空気調和・衛生工学便覧第11版Ⅲ巻，空気調和・衛生工学全編，p．247
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〔6〕円形管の

流量

表4・31はガンギレー・クッターの公式を用いて算出した円形管の流速と流

量の関係である．

Ⅴ＝C／評‾〔m／s〕

0．00155

ここに，Ⅴ：平均流速〔m／s〕

C：流速係数（硬質塩化ビニル管：130，コンクリート管：110）

乃：クッターの粗度係数

斤：径深〔m〕

J：動水こう配

表4・31円形管流量＊

（ガンギレー■・クッターの公式，満流，粗度係数0．013）

管 径

〔m m 〕
7 5 1 0 0 1 5 0 2 0 0 2 5 0 3 0 0

こ う 配 Ⅴ y Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ

〔‰ 〕 Q Q ¢ ¢ Q ¢

2 0 ．0
0 ．6 0 5 0 ．7 6 9 1 ．0 7 1 1 ．3 4 6 1 ．6 0 7 1 ．8 4 8

0 ．0 0 2 8 0 ．0 0 6 0 0 ．0 18 9 0 ．0 4 2 3 0 ．0 7 8 9 0 ．1 3 0 7

16 ．0
0 ．5 5 4 0 ．7 0 4 0 ．9 8 0 1 ．2 3 2 1 ．4 5 7 1 ．6 5 3

0 ．0 0 2 5 0 ．0 0 5 5 0 ．0 17 3 0 ．0 3 8 7 0 ．0 7 0 5 0 ．1 1 6 9

1 4 ．0
0 ．5 1 5 0 ．6 5 5 0 ．9 1 2 1 ．1 4 6 1 ．3 4 4 1 ．5 4 6

0 ．0 0 2 3 0 ．0 0 5 1 0 ．0 16 1 0 ．0 3 6 0 0 ．0 6 6 0 0 ．1 0 9 3

1 0 ．0
0 ．4 2 8 0 ．5 4 5 0 ．7 5 9 0 ．9 5 4 1 ．13 5 1 ．3 0 6

0 ．0 0 】．9 0 ．0 0 4 3 0 ．0 1 3 4 0 ．0 2 9 9 0 ．0 5 5 7 0 ．0 9 2 3

8 ．0
0 ．3 7 6 0 ．4 7 9 0 ．6 6 7 0 ．8 3 8 1 ．0 1 5 1 ．1 6 7

0 ．0 0 1 7 0 ．0 0 3 8 0 ．0 1 1 8 0 ．0 2 6 3 0 ．0 4 9 8 0 ．0 8 2 5

6 ．0
0 ．3 3 4 0 ．4 2 5 0 ．5 9 1 0 ．7 4 3 0 ．8 7 8 1 ．0 1 0

0 ．0 0 1 5 0 ．0 0 3 3 0 ．0 1 0 4 0 ．0 2 3 4 0 ．0 4 3 1 0 ．0 7 1 4

5 ．0
0 ．3 0 2 0 ．3 8 4 0 ．5 3 5 0 ．6 7 3 0 ．8 0 1 0 ．9 2 1

0 ．0 0 1 3 0 ．0 0 3 0 0 ．0 0 9 5 0 ．0 2 1 1 0 ．0 3 9 3 0 ．0 6 5 1

4 ．0
0 ．2 7 0 0 ．3 4 3 0 ．4 7 8 0 ．6 0 1 0 ．7 1 6 0 ．8 2 3

0 ．0 0 1 2 0 ．0 0 2 7 0 ．0 0 8 5 0 ．0 1 8 9 0 ．0 3 5 1 0 ．0 5 8 2

3 ．0
0 ．2 3 4 0 ．2 9 7 0 ．4 1 3 0 ．5 2 0 0 ．6 1 9 0 ．7 1 2

0 ．0 0 1 0 0 ．0 0 2 3 0 ．0 0 7 4 0 ．0 1 6 3 0 ．0 3 0 4 0 ．0 5 0 3

〔注〕1）V：〔m／s〕，Q：〔m3／s〕，管材はコンクリート管．

2）管内流速は，合流で0．8m／s以上，2．5m／s以下，分流で0．6

m／s以上，2．5m／s以下を標準とする．

＊　石関秀穂：中小規模下水道設計資料集，相模書房，p．65，66，69，70
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〔1〕給水設備

設計条件

1）用　途：事務所（一部店舗あり）

2）規　模：地下2階，地上8階，塔屋2階

延べ面積3000m2（各階300m2）

3）その他：地下1階のみ貸店舗（飲食店100m2×1），1階～8階事務室

有効面積65％　　　有効面積当りの人員を0．2人／m2とした．

1．有効面積（事務室等）……Ag〔m2〕

Ag＝（3000－600）×0．65＝1560m2

2．人員算定

1）事務室の使用人貝：Ⅳ〔人〕

1560m2×0．2人／m2＝312人

2）貸店舗の利用延べ客

飲食店（洋食）100m2×0．75×0．6×4＝180人

3）機械保守，清掃員等の人員：5人と仮定

3．1日最大使用水量払の算定

3－1生活用水

1）事務室　312人×100〝人＝31200〝d

2）貸店舗

客（洋食）180人×55J／人＝9900J／d

従業員（洋食は延べ客の3％とする）

180人×0．03≒5人×100〝d＝　500〝d

3）機械保守その他の人月

5人×100〃d＝　500〝d

計42100〝d

3－2　冷却塔補給水：¢cr

冷？束磯谷量概算

（3000m2×150kcal／m2）÷3030kcal／USRT≒150USRT

補給水量（蒸発・飛散を循環水量の2％，冷凍機の負荷率を平均50％とし

た）

（150USRTX7801／hXO．02×0．5）×8h≒94001／d

3－3　合計（42100〝d＋9400〝d＝51500〝d）

1日最大使用水量　51500〝d……0♂

〔注〕上記のほかに特に使用水量があれば見込むこと（厨房用冷凍機冷却水，

散水，掃除用水筆）．

4．時間平均使用水量QA〔〝h〕の算定

51500〝dXl／9≒5700〝h
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5．時間最大使用水量Q〟の算定

1）生活用水（事務所，店舗従業員，保守員など）

（312001／d＋5001／d十5001／d）×1／9×1．5≒54001／h

2）店舗使用水

9900J／dXl／9×2．0＝2200〝h

3）冷却塔補給水

9400J／dXl／9≒1000J／h

4）時間最大給水量

5400J／h＋2200J／h＋1000J／h＝8600J／h

5）瞬時最大給水量

仏＝8600J／hxl／60×3≒430J／min

6．受水槽容量佑の算定

佑≧Qd－¢汀かつ佑≦Q5（24一丁）より

佑≧51．5－（5．7×9）＝0．2m3

計算上は0．2m3でもよいが，1日使用量の4／10貯水するものとする．

∴　杭＝51．5m3／dX4／10≒21m3

また，夜間の貯水能力のチェックは佑≦05（24一丁）より

佑≦5．7（24－8）＝91．2m3

よって，タンク容量に対して夜間の貯水能力は十分である．

受水槽容量21m3×1／0．8≒26m3

給水引込管の給水量を時間平均給水量とすると5700J／hXl／60≒95J／min

7．引込管径の算定

♪＝（10×か±エy）－⊥F〔mAq〕　地下の場合は＋，地上の場合は一

上式で算出した♪で払が確保できる口径とする．ただし，管内流速はウォータハ

ンマを考慮し，1．5m／s以下とする．引込管を塩化ビニル鋼管とする．

（仮定条件bo＝1．Okgf／cm2，Lv＝5m）

LF＝50mX150mmAq／m＝7500mmAq

（上記50mは配管の延長，継手，弁，量水器の相当管長を含む）予想管径を32さ

とすると

♪＝（10×1．0十5）一7．5＝7．5mAq

FMバルブ流量表より定水位弁の口径は≠25を得る．

8．高置タンク容量佑の算定

高置水槽容量は次式を満足する容量を標準とする．

1ち＝（弘一（込〟）・れ＋仏〟・右より

仏＝420J／min

ポンプの揚水量を時間最大給水量とすると

仏u＝86001／dXl／60≒1401／min

高置タンクの有効容量拓は（れ＝30，右＝15とすると）

Th＝（4301／min－1401／min）×30＋1401／minX15＝108001
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ゆえに，高置タンクの答量は

10800JXl／0．8＝13500J

a．揚水ポンプの算定

1）揚水量仏〟＝140J／min

2）揚程〃〔m〕

ポンプの全揚程〃は，〝＝〃l＋〃ら＋f羞より（〃1：1m，〃ら：45mと仮定，蕗：

実揚程の25％と仮定する）

H＝1m＋45m＋（45mXO．25）≒58m

したがって，揚水ポンプのポンプ効率を45％，伝導効率を1とし，ポンプの所要

動力⊥βとすると

エ斤＝
0．163×0．14×58

0．45×1
≒3．OkW

〔2〕給湯設備

周波数を50Hzとする．用いるポンプは

40≠×1401／minX58mX3．7kWX2台

1．給湯方式

1）一般系統……中央式

2）飲料系統……局所式

3）飲食店系統……局所式

2．　ゾーニング

ー般，飲料，飲食店の3系統とする．なお，一般系統も超高層ビルなどになれば系

統分けが必要であるが，今回の規模程度では1系統で十分である．

3．給湯量の算定

3－11日最大給湯量：払〔〝d〕

1）事務室人員

1人当り使用量10〃d

312人×10〃d＝3120J／d

2）貸店舗客

客1人当りの使用量2〝d

180人×2〃d＝360／／d

3）貸店舗従業月

1人当り使用量10J／d

5人×10J／d＝50J／d

4）機械保守，清掃人等

1人当り使用量30J／d

5人×30J／d＝150J／d

払＝1）＋2）＋3）＋4）＝3680J／d

3－2　時間最大給湯量：仏〔〝h〕

仇＝仏×αカ

ニこに，¢カ：1日の使用に対する必要な1時間当り最大の割合
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仏＝3680〝dXl／5≒740〝h

4．貯湯槽の算定

1）貯湯槽容量：y〔り

y＝仏・虎ノ

ここに，虎／：1日の使用量に対する貯湯割合

∴　Ⅴ＝3680J／dXl／5≒740J

2）加熱能力：H〔kcal／h〕

」打＝仏・r（fカーf。）

ここに，r：1日の使用量に対する加熱能力の割合

ん：給湯温度〔OC〕，J。：補給水温度〔OC〕

∴　〝＝3680J／hXl／6（60－5）≒33700kcal／h

3）加熱コイルの算定

コイルの表面積をS〔m2〕とすると

S＝
虎（ん－ん）

∬（f5一半）
〔m2〕

ここに，K＝1170，tC＝50c，蒸気圧力＝3kgf／cm2とすると，th＝132OC

コイル内側の表面積S〔m2／m〕は

S＝
740×（60－5）

（132t些三
65＋5

1170×1132t
）

≒0．36m2

加熱コイルに32≠鋼管を使用の場合，コイルの長き〟は

〟＝0．36×11．4×1．5≒6m

よって加熱コイルは，32≠×6mとする．

5．安全装置

1）膨張水槽容量（開放型）Ⅴ〔り　の算定

dV＝は－÷）Ⅴ
ここに，dV：給湯系統内の膨張量〔り

Ⅴ：給湯配管内の全水量〔り

β1：加熱前の水の密度〔kg／J〕

β2：加熱後の水の密度〔kg／J〕

Ⅴ＝2500Jと仮定する．

β1＝1kg／‖f。＝50C）

β2＝0．983kg／‖ん＝600C）

∴dV＝k志一封×2500≒43′

膨張タンクの容量はdVの2倍とし

43JX2＝86J

2）膨張管の立上げ高さ：〃〔m〕
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〃≧ゐ（ニー1）

ここに，ゐ：高置水槽の上水面から貯湯槽の底までの静水頭〔m〕

ゐ＝45mと仮定

〃≧45（五誌－1）≒0・8m
6．循環ポンプの算定

1）循環水量：¢1〔〝min〕

0＝
Ql

』JX60

Qlの算出（保温した銅管とする）

給湯管，返湯管の平均口径を50mmとし，全配管長を150mと仮定すると，配管

系からの熱損失は

150mX13．2kcal／m・h＝1980kcal／h

機器バルブなどからの熱損失を配管系の60％見込むと

1980×0．6≒1200kcal／h

強制循環のため

0＝

1980＋1200

5×60
10．6＝11〝min

2）循環ポンプの揚程：島〔mmAq〕

ポンプの全揚程〃は

〃＝鋸（与＋′2）

Hl＝0．01mAq／m，ll＝60m，l2＝80mとすると

〃＝0．01

3）循環ポンプの決定

⊥β＝
0．163×0．011×1．3

0．3×1
≒0．008kW≒0．01kW

〔3〕排水設備

循環ポンプは20≠×111／minXl．1mXO．01kWとする．

1．排水槽答量の決定

地下2階床下には便所からの排水用として汚水槽，飲食店からの排水として雉排水

（厨房排水）槽，地下壁，床盤からの湧水用として湧水槽を設置する．厨房からの排

水は厨房内にそれぞれグリース阻集器を設け，グリースを分離し配管詰まりを防止す

る．

ト1汚水槽

地下1，2階便所からの排水量を下記の器具があるものとして想定する．
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器　 具 個数 1 回当りの給水量 1 時間当りの使用回数 排　 水　 量

大 便 器 8 15 J 9 1 080 J

小 便 器 5 5 J 16 400 J

洗 面 器 12 10 J 20 2 400 J

掃除流し 3 25 J 0．5 ≒40 J

合　　　　　 計 3 920 J≒4 000 J

よって，最大排水量は

4000JXl／60×3＝200〝min

汚水槽答量は，排水量の20分間分＝4m3（有効）とする．

1－2　雑排水槽

厨房排水量＝厨房給水量＝9900〝d，厨房の使用時間を10時間とし，1時間当りの

最大使用量を水槽答量とする．

最大排水量＝ち許×2＝1980納

経排水槽容量は2m3（有効）とする．

1－3　湧水槽

地下壁，床盤からの湧水量＝1．8〝m2・h，地下壁，床盤の面積の合計＝1000m2と

すると、湧水量は

1000m2×1．81／m2・h＝18001／h

湧水槽は湧水2時間分≒4m3とする．なお，ドライエリアなどの雨水処理のために

雨水排水槽を単独で設けたり，湧水槽に導入する場合は，その地域の10分間最大降

水量の30分間分以上の答量をもたせる（参考　東京：35mm）．

2．排水ポンプの選定

排水ポンプは設置スペースをとらないため，水中ポンプとする．

2－1汚物ポンプ

吐出量は排水量の1．5～2倍とする．

汚水槽底面より屋外排水ますまでの高さを12m，配管全長を20mとする．

Q＝

4000〝h

60
×1．5≒100J／min

H＝1m＋12m＋（20mXO．2）＝17m

便所の排水用ポンプは必ず汚物ポンプとし，最小口径は80mmとする．

汚水ポンプ仕様は80mmXlOOl／minX17mX3．7kWとなる．

設置台数は2台とし，自動交互運転とする．

2－2　雑排水ポンプ（店舗排水）

吐出量，揚程は汚水ポンプと同様に選定する．

推排水用ポンプとしては雉排水または汚水ポンプでよいが，厨房排水の場合は汚物

ポンプにする．
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店舗排水量＝（99001／d十5001／d）×1／9＝10400〃dXl／9＝11601／h

Q＝

1160J／h

60
×3≒60J／min

ポンプ仕様は65mmX601／hX17mXO．75kWとなる．

設置台数は2台とし，自動交互運転とする．

2－3　湧水ポンプ

ポンプの揚水量は湧水量の2倍とする．

0＝
1800〝h
60
×2＝60J／min

ポンプ仕様は50mmX601／minX17mXl．5kWX2台となる．

ドライエリアがあって，この部分の雨排水を湧水槽に導入した場合を考えてみる．

ドライエリア面積50m2，ドライエリア直上の外壁面積160m2とすれば

排水相当面積＝50＋（160×1／2）＝130m2

ドライエリアへの雨水流入量は

1

130m2×0・035mX砺芯＝0・455m3／min

湧水（雨水排水）ポンプは180mmX4601／minX17mX3．7kWとなる．

設置台数は2台とし，自動交互運転とする．
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建築関連図書の用途および使い方

〔1〕 意 匠 図 発注者の計画に基づき，設計事務所，建築業者で建築物のレイアウト・仕上

げなどを考慮してかかれた設計図である．

意匠図には下記の図面が含まれている．

a） 仕上表

床 ・幅木・壁 ・天井などの仕上材 ・仕上方法などがかかれている．仕上表の

例を下記に示す．

階 室　名 床 幅　木 腰　　 壁
天　　　 井

材　　 料 天井高

B2 エレベ 磁器質タイル張 モルタル金 A LC 版 軽鉄下地 2 500

ータホ り ごて仕上 ㊦100下地 P B㊦9捨張り

ール 200□ 〃＝200 鋼板パネル張り 岩綿吸音板

㊦12張り

便　所 コンクリート直 ソフト幅木，モルタル金ごて 軽鉄下地，化粧 2 500

押え アルミ金物 押え 石こうボード直

長尺塩ビシート

㊦2．0

押え 吹付タイル 張り㊦9

控　室 ビニル系タイル

㊦2．0

ソフト幅木

」打＝60

コンクリート下

地

P B㊦12

G L 工法

同　上 2 500

フアン コンクリート直 モルタル金 コンクリート打 コンクリート打

ルーム 金ごて押え ごて

〃＝150

放し 放しグラスウー

ルマット㊦50張

り

受水槽

室

シンダーコンク

リート直金ごて

仕上㊦200

同　上 同　上 同　上

駐車場 豆砂利コンクリ

ート直押え
（F。＝

210 kg／cm 2）

同　上 同　上 同　上
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b）各階平面図・展開および部分詳細図

各階のレイアウトおよび納まり詳細図がかかれている・

c）天井伏図

各階・各室の天井の高さ，天井仕上材，点検ロなどがかかれている（設備器具

が記入されている場合もある）．例を下記に示す・

．N o． 仕　 上

団
p B O9捨貼　 誓 ㌍ 警 禁 ＿ブ，。ス程度

（診 同　 上　　　 12　ソーラトン程度

⑨ 化粧石こうボー ド⑦ 9 直貼　 ジプトーン程度

④ 珪カル板⑦ 6貼 E P ．

（参 コンクリート打放しガラスウールマット⑦ 50貼　 不燃

⑥ コンクリート打放し吸付タイル

点検口 田 450□　　　 因 1500 ×帥0

ーーー　 防煙たれ墜　 軽鉄下地石綿珪酸カルシウム板⑦ 6
　 a

・－－「 ご　 〃　 アルミフレ‾ム網入ガラス㌘品芸

特記（各階共通）
天井埋込器具（照明・拡声）の開口寸法は下記のとおりとする．

［∃A…190×1260，［∃B…303×260，E］c…445×1260，巨］D…1260×1260，

⑦A・・・¢100，⑦B…¢150，⑦c…¢200，⑦D・・・¢300，⑦E・・・神町⑦G∵＿些00
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d）キープランおよび建具表

扉・窓・シャッター・ガラリ・壁点検口の位置，大きさなどがかかれている．

キープランと建具表の例を下記に示す．　㊦ ㊦

　 SD　5
㊦ ㊦

畢 □ ‾㊦

㊦ ト ーーーーーーーーJ

㊦

■㊤

種別番号 形　　　 態
建 具 寸 法

仕上 個数ガラス
〔m m〕

取　合　 い ガ、ラリ金 ／

Ⅳ×〟×β1×β2 水切 〟仕上

㊤
W4外開き戸付はめ殺し立形出窓800×21735××70（1510）

A－1 口ガラス指示図
参照

／

壬
机片開きフラッシュ戸 800×2000×40×110 † 4 5

H，プ

／

プ

号
G3ステンレスネット天井ガラリ1900×500 SUSD 12

㊤
D14両開き（親子）フラッシュ戸1200×2100×40×110 StOP 5 F4

㊤
D14
†（ガラリ付）
1200×2100×40×110 † 2 F4 田 StOP

㊧
D15 片開きフラッシュ戸 粥0×2100×40×110 † ロ

㊦
D15
†
850×2100×40×110 † 2 F

（∋ 引分け（下梁）
可動間仕切



5・1建築関連図書の用途および使い方　　　　　　　　　　　　57

〔2〕構造図 設計事務所・建築業者などで，意匠図・設備機器配置に基づき，柱・壁・梁・

床などの構造計算をして作成された設計図である．

構造図には下記の図面が含まれている．

a）各階床伏図

柱・壁・梁・床が記号で示され，床・梁のレベルがかかれている．

b）柱・壁・梁・床リスト表

床伏図に書かれている記号ごとの寸法および配筋方法がかかれている．

c）鉄骨図

S造・SRC造の場合には，鉄骨平面図，柱・染筆の寸法レベルなどがかかれ

ている．

参考図

C一柱

WG一大梁（RC）
Gq大梁（SRC）

B一小梁

S一床

W一壁

CB－コンクリートブロック

J



5β

〔3〕躯体図

5章　建　築　関　連　図

建築業者が構造図，意匠図に基づき躯体コンクリートを打設するためにかい

た図面で，柱・壁・梁・床・扉などの開口がかかれており，型枠・配筋作業に

用いられる．

躯体図（見上げ図）の読み方例を次に示す．

Ⅹ 1　　　　　　　　　　　 Ⅹ 2　　　　　　　　8 4 8 5

2 5 0 0　　　　　　　 3 0 0 0　　　　　　　　 2 5 0 0 2 5 0 0

く⊃
ー・｝
▼■■■

≡　　 ≡ w l く⊃
▼・一l
ー

壬

く⊃
く⊃
q⊃
q ⊃

㊦

1 1 0

1 1 0

■■lき

1 1 0

巴

5

く｝L ．」 ー＿ く＞　　　▼－・■ ▲く＞ の　 く＞　　　　 の　 く＞ く：＞
l∫〉

H
400
510
撃 。

390 ‾

00 等山
吉害害
；き 【■qlコ〕n耶90 100
40

H

n

BIWGlト㈹
500 ）
1000

（く＞く＞lく＞220 二軍；
440 喜言○
一N l．nl：q寸00

（（雪焉ヨ
華華曙

∩

∩

′「⊇410 410
那 芋 820 －

一挺 ＝ 出 遥

220 285 285 220
詣 0 冨…

H

n8　▲　1490　▲ 1490
垂直ハンナ
1000－1200□

剛 熟 読 。†

7bb整 至司
C 22 ・寸1く＞　 l I l ′　 1 ＼　　　　　 く⊃由
ヨ†∞　 I I l 1 5 50 （＋20） l　　　　 の ○　　　　　　 簑　　 l
寸L ⊥ 1200ー1腑ト1姉 10　　 もL　 －－⊥ －－1 ；　　　　　　　　皿

C22，BIG35，BIB59，S13，Wlは設計図に示された柱・梁・床・壁の設

計符号を示す．

BIB59（－40）

420（＋20）

850（＋10）

」ヰ］［亮R

BIF床の大梁で幅550，フカシ両側10，梁成1200

～1000（ハンナ梁），7カシ10，梁天端のレベル

がBIFLより45下がっていることを示す．

BIF床の小梁で幅420，7カシ両側10，梁成850，

7カシ10，梁天端のレベルがBIFLより40下が

っていることを示す．

スラブ厚み150，スラブ天端のレベルがBIFLよ

り40下がっていることを示す．

〔注〕表示はすべてmm単位とする．



5．1建築関連図書の用途および使い方　　　　　　　　　　5タ



β〃　　　　　　　　　　　　　5章　建　築　関　連　図

床 コンクリート直押え，長尺塩ビシート（厚さ2）耐薬品性

幅木 床材立上りアルミ金物押え

壁 一部PB＋21×3，LG S下地PB 厚さ＋21＋21，石綿焼付塗装板庄着

天井 LGS 下地P B 厚さ9下地岩綿吸音板厚さ12張り

備考



5．2　躯体図トレース上の注意　　　　　　　　　　　　　βJ

躯 体 図 ト レ ー ス 上 の 注 意

〔1 ） トレース イ． トレースは，図面をかき写す作業で， トレースすべき建築図面を裏 トレ

上の注意

〔2 ） 施工図に

ースで行 うほうがよい．躯体と設備 とが別々にかいてあるほうが，変更な

どがあったときに直しやすい．

ロ． 平面図を分割して継ぎ合わせる場合は，狂いがないか，また抜けている

部分はないかの確認を必ず行う．

ハ　 トレースするときの鉛筆の太さ・渡さは一般 に，0．3～0．5 m m －2 H ～

H を目安にする （配管 ・文字 ・数字は，0．5 m m －H B ～B が目安）．

ニ． 躯体の表示を次に示す．

柱　　　　 匠 ］　 斜線3 本で記入するかまたは躯体

の表示を赤鉛筆で着色する場合も

コンクリート壁
　　　 ある．
適グ

梁 （見上げ）

梁 （見下げ）

コンクリートブロック

′・」‾‾冴 1　　　　　　　　 「謬 T r

」－一区 」　　 実 線　　 匠」 」

「√冴 l－－－－－－－－－－－－一工変 1 ユ

」ゼ」J －＝＝一首 頂 －＝ 二匠一上」

掩素 読栄辱栄　 一1 ト」一－H －

レ」 。：400 ピッチ

軽量間仕切 1－ ■■
L＿．　　　　　　　L

A L C 版，P C 版 ノク′　　　　　　　　　　　　ノr
ノグ　　　　　　　　　　　　ノr

イ． 柱 ・梁 ■壁 ・ブロックなどを記入し，壁開口・J未開口を表示する．

必要な躯体 ロ． 寸法線は通り芯間の寸法 ・梁 ・壁の通 り芯からの寸法を外側に記入し，

線 ・寸法線 内部に記入する柱 ・梁 ・壁の寸法および室名筆は，配管をかいた後に記入

するほうがよい．
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6章　スリープ，インサート図

作図の前に準備するもの

〔1〕建築設計

図

〔2〕建築施工

図

〔3〕設備図

〔4〕そ　の他

スリーブ，インサート図の作成にあたっては配管図をもとに建築図，他の設

備図との取合いについて十分な検討を行う必要があるので，作図にあたっては

下記のものを準備する．

建築意匠図，構造図

建築躯体図，鉄骨製作図

上記図面がまだ未完成時点にスリーブ，インサート図を作成する場合もある

が，そのときは意匠図と構造図を基本にする．また，躯体図は事前にトレース

をしておくとよいが，第2原図を利用する場合もある．

設備設計図，配管施工図

基本的には他業種との取合いが完了した配管施工図をもとにスリーブ，イン

サートの位置を決定し作図する．

また，鉄骨製作上やむをえず配管施工図の作図以前に鉄骨スリーブを決定し

なければならない場合は，設計図をもとに他業種との取合いを十分行い，でき

る限り設備複合図を作成しスリーブの位置を決定する．

仕様書，施工要領書

スリーブ，インサートに関する仕様を確認する．



β4　　　　　　　　　　　　6章　スリープ，インサート図

事前にチェックし確認しておくべき事項

〔1 〕 スリープ スリーブ材質は使用場所および用途別に表6 ・1 を参考に適切なものを選択す

の種類の決

定

〔2 〕 スリープ

サイズの決

定

る．　 表 6 ・1 スリーブ・箱の種類

材　　 質
使　　　　 用　　　　 区　　　　 分

スリーブ名 一般壁 外　 壁 水槽壁 基礎梁 一般梁 一般床 防水床

紙　　　 製
丸　 仮　 枠 ○ ○ ○ ○

角　 仮　 枠 ○

鉄　　　 製

鉄管スリーブ ○

同上つば付き ○ ○ ○

鉄板スリーブ ○ ○

塩　 ビ　製 塩　 ビ　 製 ○ ○

木　　　 製 箱 ○ ○

スチロール 箱 ○ ○

スリーブのサイズは表6・2 および図6・1 を参考に決定する．　表 6 ・2 スリープサイズ

管　　　 径 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200

裸　 管　 外　 径 27．2 34．0 42．7 48．6 60．5 76．3 89．1 114．3 139．8 165．2 216．3

ス　リ　ー　プ　径 80 80 80 80 100 100 125 150 200 200 250

紙製丸仮枠外径 81 81 81 81 107 107 132 158 210 210 260

鉄管スリーブ内径 80．7 80．7 80．7 80．7 105．3 105．3 130．8 155．2 204．7 204．7 254．2

被　　 覆　　 厚 20 20 20 20 20 20 20 25 25 25 25

被覆管スリープ径 80 100 100 100 125 125 150 200 200 250 300



6・2　事前にチェックし確認しておくべき事項　　　　　　　　　　β5

〔3〕建築構造 建築構造図や仕様書を確認し当該建物の基準を把握する．

による制約 一般的な基準を図6・1，表6・3に示す．また，納まり上基準値を外れる場合

条件の確認

〔4〕インサー

トの種類の

決定

は，建築構造の担当者と事前によく打合せをし了解のもとに施工する．

l l
ノ♂

屯
肇
嫌

スラ
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づ

♂　　　 ♂　　　　 ♂　　　 ♂

口

－ ■ ■ ● ●
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● ● ■ ●

■ t ■
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● ● ●

● ● ■
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■ ■ ● ヽ ●● ■

● ヽ ●
● ●

● ● ● l ● ■

● l ● ● － ●
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・ ・ ・ ■　　　　　　 ■ ．　　　　　　 l ●　　 －　 ●　 ■

●　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　 ■

　　　 ■

● 、 ●　 ● ■ ■ ■●　●　　 ●　■　 ■　　　　　　　　 ●　 ■　 ●　　 －　 ●　　 ●　 、　 ■　 ■　 ●　　 ●　 ■

柱

下

鋼

エ／4
スリーブ間隔A

上／4

つり
ボルト

｝ 梁貫通のできない部分

柱間隔上

柱

図 6・1 梁貫通スリーブの位置と間隔

表 6 ・3　梁貫通スリーブのサイズと間隔

β1，β2の大きいほう
　 スリーブ間隔 A

β＝β1，β2の大きいほう

RC 造 f〟4 4 β

SRC 造 f〟3 3上）

S 造 f〟3 3ヱ）

〔注〕 構造体を補強する場合を除く．

の構造や用途により図6・2 を参考に決定する．

彪 －㌢ 鮒 ㌦

㍊ ト ㍊ ト 7 ∠ 貫こきト　つり　ボルト

製　　　　　　 鋼製　　　　　　 鋼製断熱　　　　　 鋼製デッキ

天井用　　　　　　　 プレート用

図 6・2　インサートの種類



ββ　　　　　　　　　　　　6章　スリープ，インサート図

〔5 〕 インサー インサー ト間隔，サイズは仕様書をもとにした施工要領書等で事前に決定 し

ト間隔およ

びサイズの

決定

〔6 〕 そ の 他

てお くほ うがよい．表 6 ・4 に一般的な数値 を示す ．　表 6 ・4 インサー ト等の選定表 （鋼製インサート）

（コンクl）－ ト強度 180 k g／cm 2）

管サイズ

〔m m 〕
15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300

管 重 量

〔kg／m 〕

（SG P＋水＋保温）

2．1 2．7 3．8 5．3 6．3 8．6 12．3 15．5 23 31 42 66 97 130

支

持

間

隔
四

鋼　　　 管

2．0 4．0ステンレス

鋼　 管

鋼　　　 管 1．0 2．0 3．0

ビニル管 1．0 1．5 2．0

つりボルト，イン

サートのサイズ
9m m （M －10，3／8）

13m m

（M －12，1／2）

16m m

（M －16，5／8）

イ． 機械室等の複摸する場所については共通つ りなどを考慮する．

ロ　 天井つ り，壁支持，床上支持 などの位置 を決定す る．

ハ　 立管の支持方法には固定 と非固定 （振れ止め支持）がある．

H■■M　　　　 q
‾〒‾≡‾‾－‾≡≡‾　 ≠≠　 ≠≒

固定　　　　　　　　　　　　　　　　 非固定

図6・3　床固定の例（平面）

」



6・2事前にチェックし確認しておくべき事項　　　　　　　　　　β7

機器などの荷重によりインサートを使用できない場合は，フックやボ

ルトを表6・5を参考に埋め込む（強度計算により，フックやボルトを選

定すること）．

「云「
図6・4　コンクリート埋込フックの例

表6・5　強　度

鉄筋径 〔m m 〕 9 13 16 20 2 5

荷　 重 〔k g〕 1 100 2 300 3 6 00 5 600 8 800



6章　スリープ，インサート図

表現すべき内容と表示のしかた

〔1〕スリープ

の表示のし

かた

a）スリーブの種類別表示

ロ
′ケ％
／〝

u
／

　 ′′′
′〝
／〝
＿一止＿

H ′′′凹
同
ノ′′

n
u

鉄管つば付

丸スリーブ

b）サイズと高さの表示

基本的な高さ表示

壁入れ ゐ＝F L ＋スリーブの芯まで

ゐ＝F L ＋箱の下端 まで

梁入れ ゐ＝F L －スリーブの芯まで

c）寄り寸法の表示

スリーブは芯で記入する．

箱は面で記入する．

く＞
く＞

l

口

∩

口
サ イズ

臼 ¢150

F L － 50 0 高 さ

300 × 500く＞
く＞
く＞
▼－■ F L ＋ 2 000

（下階）　　　 箱 の下端 まで

梁入れ丸スリーブ　　　　　　　　　　　　　　壁入れ箱

〔平面図〕

d）用途別区分（複合図で表現する場合は下記のようにA，P，Eの記号で

用途区分する）

衛生設備用 P 空調設備用 A

建　 築　 用 電気設備用 E



6・3　表現すべき内容と表示のしかた βタ

〔2〕インサー

トの表示の

しかた

a）種類とサイズ

イ．鋼製インサート

（デッキプレート用とも）

ロ．プラスチック製くぎインサート

ハ．断熱スラブ用インサート

9mm表示12mm表示

ヰ章ニ
ヰ≡；蚕ト

ヰ室
一．埋込ボルト　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　※

ただし，1種類の場合は鋼製インサート用の表示のみで代替してもよい．

b）用途別区分

インサート図は，煩雑になるため各業種ごとに作成し，衛生，空調，電気，

建築などの用途別表示区別はせず，現物を色分けして取り付ける方法がとられ

ている．

c）寄り寸法の表示

、 り 心

ヽ

巨頭

ヽ

巴

通
り
芯

（簡素な例）

　ヽ　　　 －＋ l一
ノ　 ヽ

H

u

　ヽ　　　　 ≠

通　　　 、

り

芯　　　 ノ
ヽ

通 り 心

ヽ

巴

（煩雑な例）

寄り寸法の表示例



7〃　　　　　　　　　　　　　6章　スリープ，インサート図

〔3〕記入例 a）曲がり部

⊥王手三

（平面図）

管　 径 最 大 長 さ J 〔m m 〕

2 5 ＿A 以 下 5 0 0

3 2 A 以 上 8 0 0

←＿芭←→」
（立面図）

b）弁類廻り部

単独で80A以下

200

‥迅ユ＿→

単独で100A以上

支持点

c）可とう継手部

鋼管＋鋳鉄製メカニカル継手を使

用する横走り管は継手1個に1箇

所つり，直管1m以上は受口より

1／4以内，2．6m以上は2本つり

とする．

弁装置

〔注〕弁のハンドル操作に支障が
ないようにする．

排水鋳鉄管の横走り管は直管およ

び異形管各1本につき1箇所つり，

異形管どうしを接続する場合は異

形管2個に1箇所支持する．

ふ章一←｛＋‡；＝



6・4　作図上の留意事項

作図上の留意事項

7J

〔1〕スリープ，

インサート

の記入方法

〔2〕注意点

イ．建築躯体図をトレースしたものにスリーブ，インサートの位置を記入

る．

ロ．建築躯体図の第2原図にスリーブ，インサートの位置を記入する．

ハ．配管施工図にスリーブ，インサートの位置を記入する．

一．配管施工図の第2原図にスリーブ，インサートの位置を記入する．

通常はこを利用するほうが便利で理解しやすいが，寸法記入が煩雑になる場

合はイまたはロで作図するほうがよい．

イ．フランジ付塩化ビニルライニング鋼管の場合において，フランジ口径

のスリーブサイズでは開口寸法が大きくなり構造上問題がある場合は，

割フランジなどの方法で処理することを考慮する一

口．鉄筋コンクリート梁に入れるスリーブは，スラブ上から手が届き，作

業が容易な位置とする．

ハ．ダクト下およびケーブルラック下部などの配管インサートは事前にチ

ェックし，つり方を考えなければならない

その他の検討事項

（9　予備スリーブおよび予備インサート

②　開口部鉄筋補強（和風大便器の床抜き用，消火栓箱の壁抜き等）

③　排水管のこう配によるスリーブ高さ

④　被覆厚によるスリーブサイズ

⑤　重量物用フックの強度と形状



72　　　　　　　　　　6章スリープ，インサ＿ト図

〔3〕作図例

100 200 375 75

く＞田
▼－イ

2 200 ・2 380

n

570　 ブ鼻
1 300　 600　 480 J ⊥32云

fdち

く＞く＞日
ロ

l∫つq⊃臼
田

l∫つ
く＞団

l－・■

く⊃
く＞
く⊃
■・・■

／ 、
▲　 ′′m

100V P

h
＞
く＞
く＞
く＞ ▼－■
く＞
く⊃司

▲

65 V P

75

50 V P

．ユー＼ト

く＞
‾uつ巳

く⊃く⊃
l∫つ 100 V P

． ゐ■ 羊 400

400

勉

50 V P

． ▲

FL－500　ふ ．

650 了 ’
q ln　悶　uつ

450

く＞
く⊃巳

▼・－イ

卵0

FL－300

「▼

仁1
＞
Ln団
l・・－1

V P　 冨　ー■

く＞回
臼

▼－・疇

l∫つ
▼－■臼

▲

l．n
く⊃日

く⊃く⊃
00

H
’ 丁 650

く＞1

400 T
1 000 T

▼く⊃く⊃
く⊃
田

▼

く＞
く＝〉く⊃
▼－イ

焉Ⅰ

T
冨†

▼■■

く⊃く＞く⊃田
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田

＞
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⑲簡
司
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7章　設備複合図

目　的　と　種類

〔1〕設備複合

図の目的

〔2〕設備複合

図の種類

建物内すべての必要な設備機器，器具，配管ならびに建築物が建築主および

設計者のニーズに適応した位置にバランスよく配置されていることを確認する

ための図面である．

設備複合図には，器具の配置図，機械の配置図，配管図とあり，それぞれ平

面図，展開図で表現する．

参考例として下図に示す．

a）居室の器具複合図

壁床伏図

天井伏図

壁展開図

表示記号は7・2参照



詔　　　　　　　　　　　　　　7章　設　備　複　合　図

ヽ＿



7・1目　的　と　種　類　　　　　　　　　　　　　7首



表 示 の し か た

I

設備複合図に使用する一般的な表示記号 を示す．

消

火

設

傭

0

Oq

表示灯

サイレン

璧

＿．n
V

・卿

⊇；≡≡⊆

Ⅲ

コンクリート

頗
明
器
具

［：正］天井取付蛍光灯（埋込）

コンクリート
ブロック

軽量鉄骨

ALC版，PC版

●

勺

E≡∃

ス70リンクラヘッド

ハロンヘッド，
壁付（旬）

消火栓ボックス

［ココ

ロさ］

［ヨコ

○

天井取付蛍光灯（直付）

壁取付蛍光灯（埋込）

壁取付蛍光灯（直付）

天井取付白熱灯

建
＝℃戸

＝有戸

ドアチェック tコ ハロンガス操作ボックス ○ 壁取付白熱灯

具 煙感知器連動 ［］ 泡消火手動起動パルプ ○

⑳

誘導灯，
通路誘導灯（－○－－）
非常照明

そ
の
他

巨ヨ

G ）

天井点検口

消火器置場 吹
出

◎ 国 吹出　口

そ

の

他

● スイッチ，リモコン
スイッチ（●‾R）

口 ⊂］ 吸込　口 0 コンセント

水

栓

そ
の

田 水　栓 吸
入ゝ
〒 壁付吹出ロ （う 時　　計

t

粟

湯 栓

湯水混合栓

ユ∠ゝ
Il T 壁付吸込ロ

◎

回

◎

スピーカ

電 話

電話用アウトレット，
壁付（◎）

建

具

＝転

；転

ドアガラリ

アンダカット
ム

V

シャワー

ガス（2ロ）

防
災
開
係

匡】

てフ

◎

臣∃

煙感知象埋込（畠）

′▲？ヽ
排 【i 排煙　口

他

ま

（D

⑳

床上掃除ロ

床排水トラップ

僅 ■s 排煙口手動開放装置
定温式スポット形
感知器

非常電話

防災髪自
動
制

∈）

㊤

㊥

サーモスタット

ヒューミディスタッ†

温湿度センサ

凪

ロ

トラップます㊦

汚水ます ○

盤

t：ii 自動制御盤

す 仁］ 雨水ます　 ⑳ 御 ㊤ CO2センサ 臣ヨ 配電盤

⊂l 公共ます　 ◎ ［i 自動制御盤 自 動力制御盤

L



7・3　作図上の留意事項

作図上の留意事項

77

イ．1枚の図面に建築，衛生，空調，電気その他の設備すべてを表現するこ

とが望ましい．

ロ．設備複合図は，保守・点検を考慮した設備機能を重点に配置し，なお

かつ露出となる部分は建築意匠にも注意する必要がある．

ハ　天井・壁・床点検口からの出入りを妨げる位置に設備を設けない．

．幅広ダクトの上部の配管のメンテナンススペースを考慮する．

ホ．天井隠ぺい部の納まr）調整図には，他設偶の埋込型器具の天井内突出部

を考慮する（例：ダウンライトなど）．



8章　機器の配置とスペース

句喝
ゝ

機 器 配 置 場 所 と 主 要 設 置 機 器

〔1 〕 機器の配 給排水設備機械室には，下表に示すような機器が設置される．これらの機器

置

【2 〕 機器配置

は給排水設備の中核であり，その建物の給排水 ・消火機能を大きく左右する重

要なものである．したがって，それらを収容する設備機械室の位置 ・スペース・

構造は，各設備の設置目的 ・条件 ・機能 ・経済性を十分加味して検討 しなけれ

ばならない．

配置場所　　　　　 主要 設置機器

床上受水タンク・揚水ポンプ

衛生機械室　 芸冨孟芸孟云誓芸ポンプ

ポンプ制御盤

　 屋上・塔屋 悪霊孟忘孟去芸慧孟ンク

イ． 運転および操作 ・保守点検が安全かつ容易に行える．

上の注意事 ロ． 機器その他，屋外からの搬入または搬出に支障がない．

項 ハ． 電気室 ・コンピュータ室など電気関係語室の直上にならないよう，また

厨房 ・浴室など多量に水を扱う室の直下にならない．

ニ． パイプシャフトに隣接するか，または近い．

ホ． ごみ ・汚物 ・排水 ・腐食性ガスなどの影響を受けない．

へ． 将来，交換することができるよう，搬出入経路の確保をする．

上記を含め全般については，13 章のチェックリストにより確認を行 うこと・



8・1機器配置場所と主要設置機器　　　　　　　　　　　　7汐

〔3〕機器配置

の要点

a）衛生機械室

衛生機械室には，床上受水タンク・揚水ポンプ・貯湯タンク・排水ポンプ・

消火ポンプ・制御盤などが配置される．

これらの機器の周辺には，操作・保守点検のためのスペースを十分にとるこ

とが大切である．また，機械室には，他設備（空調・電気他）もあるので，施

工図で十分取合いをする必要がある．また，飲料用受水タンクは，水道水の塩

素により電気盤，ポンプ，配管，材料などが腐食するおそれがあるので，室内

の換気設備を十分検討する必要がある．

㊥　 受水タンク

脊 タラツ計

ラツプ
β

◎
、◆－　●●・－

図8・1衛生機械室の機器配置例

マンホール

断面図 平面図

図8√2　飲料水用タンクを建物内に設ける場合

図8・2において，α，∂，Cのいずれも保守・点検を容易に行いうる距離とす

る（建築基準法ではa，C≧60cm，b≧100cm）．



8章　機器の配置とスペース

二事 二＝Ⅰ害



8・1機器配置場所と主要設置機器　　　　　　　　　　　　βJ

（タンク1基）　　　　　　　　　　　　　　（タンク2基）

図8・7　受水タンクの所要最小スペース例（単位　m）

b）屋上・塔屋

高置タンク・消防用補肋高架水槽・膨張タンクは，建物の最上部に設置し，塔

屋機械室などに設けられない場合は，屋上に架台を組み，その上に設置する．た

だし，その場合，高置タンク周辺には必要に応じて保守用の床と手すr）を設け

る．なお，その建物の最上階の大便器，小便器用洗浄弁，またはシャワーなど

の必要最低を満足する水頭，すなわち，水圧静水頭7m以上を確保する．

また，屋上に設置される消防用補助高架水槽などには，原則として自然流下

による給水とする．

寒冷地・積雪地では，タンクおよびポンプ類は必ず凍結・耐雪対策を考慮す

る．

図8・8　塔屋水槽配置例（単位　m）



9章　パイプシャフトの配管配置

パイプシャフトの種類と配管配置

〔1 〕 シャフ ト シャフ トは，給排水 ・消火 ・ガス管 など下層階から最上階 までへの主 たる設

の種類 備配管 を収納するメインシャフ トと，それから分岐された枝管を収納す るサブ

シャフ トに区分 される．参考例 として下図に示す．

a） メインシャフ ト　　 1850　 ▲

350　 ／ ． † 」　n

u
く＞
く⊃　　 巳

上水揚水管　　く⊃

雑用水揚水管 畏　　　　 ，　喜 ．　 坤

ガス管

富　　　　　　　 r l ll

■寸　　　　　n
く＞上水給水管　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　 等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂q

　 含 i r　　 －　■寸l

雑用水給水管　 く⊃　く⊃　臼　　　 ゐ ふ ふ ふ

　　　　　　 ■
lヨl■■■■■■ ■■1 1■■u ■■空！
l∫つ臼［ 脈 ■ ■ ■ n だ ヨ H■ H　　l■■誕

l■ lli ll■ lI甑

400　　　 250　　 300　　 300　200　 200　　 200

雑　　 通　　 汚　 給　 返　　 膨
笑　 気　 水　 場　 湯　 張

管 ▲　管　　 管　 管　 管　 管

し



9・1パイプシャフトの種類と配管配置

b）サブシャフト

〔2〕配管配置

の条件

β3

3 380

1 鵬0　　　　　　　　 300　 300　　　 650　　　 250　200

／
×Y＼八＼

亡＞
⊂b
▼・・■雷≡

「‾‾‾‾二刀 l将来用スペースl

上 ／ ∵

L ニ＿乙乙土」

鴇　　　　　　 完　成

月
ヘヽス

1　　　　　 W　　　　　　 －

l く⊃uつ臼
L　　　　　　　　　　　 J
甥　　　　　 僧

u
通
気
管

雑
用
水
給
水
管

上
水
給
水
管

雑
排
水
管

汚
水
管

イ．狭いスペースに配管・ダクトなどが入る場所なので整然と配置し，むだ

な部分をつくらないように十分配慮する．

ロ，動力盤・自動計装盤などが入る場合は，扉の開閉スペースを確保する．

ハ．バルブ・減圧弁・量水器・ガスメータが入る場合は，後で調整・保守・

交換ができるような点検スペースを確保する．

ニ．立て管からの枝管の取出し方向を考え，排水管を優先して配置する．

ホ．立て管の管種による接合方法や配管施工後の保温作業スペースを考慮

し，管と管の間隔を決定する．

へ．立て管の支持方法は，固定支持を共用する場合は管面を合わせて配置

する（施工図には配管支持方法を明記するか，欄外に表示する）．

ト　躯体の打設後に配管工事を施工するので，管類の搬入・管の接合，保

温などができるように検討しておく．

チ．弁類は弁を全開にした寸法で表示する．

リ．将来用の予備スペースを考慮して配置する．



10章　配

〔1〕作図前の

確認・注意

事項

管

確認・注意事項

配管図作図前に確認，注意する事項を次のフローで示す．

〔作業項目〕

設計図仕様書の確認

関連図面等の収集

配管ルートの検討

他設備との調整

設備複合図

機能，意匠面の検討

〔検討確認内容〕

1．機器製作図
2．器具類のカタログ
弁類，衛生陶器，湯沸器，継手
3．他関連図

1．用途と流体の種類
2．管種
3．使用する継手，接合方法
4．配管の支持方法

5．弁，装置類の取付位置
6．保温材料と保温厚

1．配管を通せない呈
（電気室，エレへータ機械室，電気用シャフト，オイル

タンク圭，中央監視室，コンピュータ関連室，防災セ

ンタ等）

2．保守，保全方法
3．最短距離となるルート

1．優先配管

（排水管，こう配の必要な配管
法的な規制のある配管等）
2．納り調整

1・7章参照

1．管の熱膨張による伸縮量計算
とその対策
2．配管の荷重量と支持点
3．こう配のとり方，空気抜きの位置
4．配管の露出する場所

1．施工図作成計画書
（施工図リスト）の作成
2．作図内容の統一
（複数で作図する場合）

＼



10・1確　認・注　意　事　項　　　　　　　　　　　　βJ

〔2 〕 管内流体 通常は設計仕様で指定 されるが，下記に一般的 に使用されている管種 と流体

と管種 を示す．

管 管　 種
給 塩
化
塩
化
ポ
n
巳

ポ
ナ
イ
硬 水
道
ス 銅

管

被

（呼称）

記

水 ビ ビ 日 Jヽキ ロ
質
塩
二項用　す テ

覆内
鋳

鉄

／レ ／レ
チ
レ
シ ／
コ 化
質面、
塩衝
ン

i充 郎 閉 ニン
ン粉
グ体

塗
装
l
テ
イ

ビ 化撃
ビ性 レ

ス
銅

体
　 号　例

使用区分

管
享 妄 垂 妄 鋼 ラ

管イ
鋼
管
鋼 ン
管 グ
ル
管
／レ
管 管 管

CIP V LP V LP F L P E L P N LP V P H IVP SU S C U P C U P

給

水

上

．水

市水引込管 ○ ・○ ○ ○ ○ ○

揚　 水　 管 ○ ○ ○ ○ ○

給　 水　 管j ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中

水

揚　 水　 管 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ポンプ吸込管 ○ ○ ○ ○

給　 水　 管 ○ ○ ○ ○ ′○ ○ ○ ○

給

湯

給　返　揚　管 ○ ○ ○

膨　 張　 管 ○ ○ ○

エア抜 き管 ○ ○ ○

管

管　 種
配
管
配
管
タ
l
排
水
特
殊
排 硬 排 ヒ

（呼称）

記

用
炭
用
炭
ル
日
用
塩
コ
l
水

用

鋳

鉄

質
塩 ．
水 巳

内 素
鋼
素
鋼
ポ
キ
化
ニビ
テ
イ

化

ビ
用 l

流 鋼
管
鋼
管
塗シ
装
ンニ
グル
ン
グ 鉛 ム

体 　 号　例

使用区分

（自
）

車 鋼
管
鋼ラ
管イ
鋼
管 管

ル
管 管 管

G P G P E L P D V LP C IP V P L P H P

排

水

汚水排水管 ○ ○ ○ ○ ○ ○

雑　排　水　管 ○ ○ ○ ○ ○ ○

厨房排水管 ○ ○ ○ ○ ○ ○

雨水排水管 ○　◆○ ○

ピット内排水管 ○ ○ ○ ○ ○

水槽オーバーフ

ロー管
○ ○

通　 気　 管 ○ ○ ○

屋外排水管 ○ ○

ポ　 汚水管
ンア

○ ○ ○ ○ ○

プツ雑排水管
プ

○ ○ ○ ○ ○

管　湧水管 ○ ○

土中埋設または湿潤の環境に配管する場合は，内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管

または内外面ポリエチレン粉体ライニング鋼管の使用が望ましい．



10章　配

〔3 〕 継手 の種

・　　　　　 管種 の規格 と記号

管　　　　　 種 規　　 格 記 号 例

水道用亜鉛め っき鋼管 JIS G 34 42 G P

配 管用炭素鋼鋼管 JIS G 34 52 S G P

硬 質塩化 ビニルライニング鋼管 J W W A K l 16 V L P

ポ リエチ レン粉体 ライニ ング鋼管 J W W A K 132 F L P

水 道用鋳鉄管
J IS G 5526

JW W A G l 13
C IP

排 水用鋳鉄管
H A S S 2 10

JIS G 5 525
C IP

銅 および銅合金継 目無管 J IS H 33 00 C U P

排 水用鉛管 H A S S　20 3 L P

碩質塩化 ビニル管
J IS K 6 74 1

J IS K 6 742
V P

水道用耐衝撃性碩質塩化 ビニル管 J W W A K l 18 H IV P

遠心力鉄筋 コンクリー ト管 J IS A 530 3 H P

一般配管用 ステンレス鋼鋼管 J IS G 344 8 S U S

〔規格〕 J IS ：日本工業規格

J W W A ：日本水道協会規格

H A S S ：空気調和 ・衛生工学会規格

継手 の選 定 にあた っては，個 々の継手 の特性 を考慮 の うえ， 使用区分 と管種

類 と使用 区

分

に合 致 した もの を使 用す る．

継手種類
可 ね 排 ね　じ 塩

ビ
ね
じ ・…’

排
水
銅 ビ 鋳 ス

岨
（呼 称）

使用区分

鍛 じ 水込 ラ コ込 鋼
悶 管

鉄 丁

ン鋳 込 式

管下

7 イ
フニ
l 式
テ樹
イ 色

呂
用
可

ル
異 レ

鉄

継式
（

レ
継 ネ
】

／ ／
ジ グ
型
＼

脂
ン
グ

と
つ
d＼

継 管

継
形 ス
継

手皇 手ヱ 継
手
継
手
継
手
継
手 手 手 管 手

市水引込管 ○ ○ ○ ○冨 ○

給水管 ・揚水管 ○ ○ ○ ○

給湯管 ○ ○

汚水 ・厨房排水主管 ○ ○ ○芸

雑排水・通気・雨水・
動力排水

○ ○ ○ ○

汚水ポンプアップ管 ○ ○ ○

ユニット配管 ○ ○ ○ ○ ○ ○

厨房排水枝管 ○ ○ ○

水槽オーバフロー管 ○ ○

硬質塩化ビニルライニング鋼管及びポリエチレン粉体ライニング鋼管でねじ接合する

場合の継手は，管端防食継手が望ましい．

ー

▲

．

．

b



10・1確　認・注　意　事　項　　　　　　　　　　　　β7

〔4 〕 管のこう

配

流体 により適正なこう配 をとる．一般的に用いられているこう配を次に示す．

配管名称 こ　う　配 原則的なこう配方向

給　 水　 配　 管 1／100～1／200

水道直結方式 ：引込みメータから先上 r）こう配

屋上タンク方式 ：屋上タンクから先下 r）こう配

圧力タンク方式 ：圧力タンクから先下 りこう配

屋内雑排水配管 1／50～1／100 横走り管は立下り立て管に向かって先下りこう

配屋 内汚水 配 管 1／75～1／100

屋外雑排水配管 1／50～1／200 下水本管に向かって下 r）こう配

（下水道条例で決められている地区あり）屋 外汚水配管 1／100～1／200

給　 湯　 配　 管 1／100～1／200

往管 ：貯湯タンクまたはボイラから先上r）こう配

返管 ：貯湯タンクまたはボイラに向かって先下　りこう配

消　 火　 配　 管 1／100－1／150 消火ポンプから先上りこう配

通　 気　 配　 管 1／100～1／150 横走り管は立上り立て管に向かって先上りこう配

ガ　 ス　 配　 管 1／100 引込みメータから先上 りこう配

特に給湯管については，空気 だまりができると，管の腐食な どに影響 を及ぼ

すため，やむをえない場合には自動空気抜 き弁，気水分離器 などを設ける．

排水横管の最小こう配

（H A S S 206－1982）

管　 径 〔m m 〕　 最小こう配

65以下　　　　 1／50

75，100　　　　　 1／100

125　　　　　　 1／150

150 以上　　　　 1／200



10章　配

〔5 〕 配 管 の 間 コ ン ク リー ト面 と配 管 の 間 隔 お よ び 多数 の 管 が平 行 して 配 管 され る場 合 の 間

隔 隔 は， 将 来 ， 管 の補 修 が 可 能 で あ る と同 時 に断 熱 施 工 が で き る ス ペ ー ス を確 保

す る．

配 管 間 隔 の 最 小 間 隔 を次 に示 す （た だ し， フ ラ ン ジ は含 んで い な い ）．

呼 び径 ・壁 20

20 85 120 25

25 8 5 120 120 3 2

32 90 125 125 13 0 40

40 9 5 130 130 13 5 140 50

50 10 0 135 135 14 0 145 150 6 5

65 110 145 145 15 0 155 160 17 0 80

80 14 0 175 175 18 0 185 190 200 205 100

100 160 19 5 195 20 0 205 2 10 22 0 225 245 125

125 170 20 5 205 2 10 215 2 20 23 0 235 250 26 5 150

150 2 10 245 245 25 0 255 260 27 0 275 290 30 5 320 200

25020 0 2 35 27 0 270 2 75 280 285 2 95 300 315 3 30 34 5 370

25 0 2 60 29 5 295 30 0 305 310 3 20 325 340 3 55 37 0 395 420　 30 0

30 0 285 32 0 320 325 330 335 3 45 350 365 3 80 39 5 420 445　 47 0

1） 保 温厚は 10 A ～80 A は 20 m m ， 10 0 A ～300 A は 2 5 m m と して計算 ．

2 ） 管の保温外面間の 「あき」は 20 A ～65 A は 50 m m ，8 0 A － 125 A は 7 5 m m ， 150

A ～300 A は 100 m m と して計算 ．

3 ） 隣 り合 う管径 が異 なる場合 は，大 きいほうの管径 で 「あ き」 を決定 ．　　　　断熱材　 断熱材

　　　 60以
血　 瓜 ㌘ 径 鎚 』

フランジ径
＼　　 大

′ヽ

断熱材
　 60以上 断熱材

ー王

山『 て 二∃ 保温のある場合

I lOO 以上　 －

断熱材仕上間隔 60 以 上

．．し



D 配 管 の表示
〔1 〕 配管の種

別

配管の種別 と表示記号の一般例を次に示す．　種 別 表示記号 備 考

上水給水管　　 － ・－　　 揚水管とも

雑用給水管　　 － …一　　 揚水管とも

給湯往管　　　　 － 1－

給湯返り管　　　 － 1l－

膨張管　　　　　 － E－

空気抜き管　　　 －－－A－－－

ガス管　　　　 － G－

排水管　　　　　　　　　　 VP，LP とも

排水用鋳鉄管　 ヰ ー

屋外排水管
（ヒューム管）　 ‾ ‾

通気管　　　　　 －－－－－－

屋内消火栓管　　 － Ⅹ－

連結送水管　　　 －ⅩS－



タ〃

〔2〕継手類の

表示

〔3〕単線・複

線の区分

10章　配

継手には大別すると「ねじ込み」と「溶接」があり，表示を次に示す．

継　 手 ね じ込み 溶　 接

900ェルポ国 　」
4 5勺エ ル ポ

チーズ 土 円

■■■‾■■　、　　ヽ予 m
uフフ／ン

ユニ オン
－－－→ lトー

盲 フ ランジ －－－一刊

キャップ →「キャッフロ止め」 と文字 で記入す る．

プ ラグ

→ l

「プ ラグ止め」と

文 字で記入す る．

レジェーサ

衛生用配管には「差し込み」型継手が多くあり，基本的には「ねじ込み」表

示で行う．

また，排水継手としてTY継手，Y継手などがあり，下図に示す．

T Y 継 手

一■－

山
Y 継手

■－・
ー＼

一←－は排水の流れ
方向を示す．

イ．縮尺および配管寸法による単線・複線の使い分けを次に示す．

縮　　 尺 単　　 線 複　　 線

1／200 すべての寸法

1／100 150 A 以下 200A 以上

1／50 50A 以下 65A 以上

1／10－1／20 25A 以下 32A 以上



9J

〔4〕配管の上　り・下り

ロ　配管接合部の単線・複線の表示を次に示す．

単　線 複　線

ね
じ
込
み
継
手
の
場
田
ロ

l i 三＝＝＝ゴ・－

「㌃ 率

溶
按
継
手

の
場
田
口

′
′　 上取

出しの　　 ．

．／分岐管　　 ｝－＿

半 夏二誓警だ誓言．きり・

ド
レ
ネ
I
ジ
継
手
の
場
悶
ロ

l　　　 ′l　　 J

TY

450

Y

配管の平面と断面における上り・下りの関係を次に示す．

立上り・立下り 分岐上取り 分岐下取り

平面図 ーーーー・○←－－－ T ■′■ヽ．
■了■

断面図 プ
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〔5〕天井配管

と床下配管

一般的に天井配管と床下配管の区分は，その設備配管の主たる階を選択し，

表現として，上・下階の目的に合わせて1枚の図で表し，従たる配管に天井ま

たは床下配管の表示をする．

たとえば，便所，湯沸壷など詳細図を作図する場合は衛生器具への配管が目

的であるので，その室の平面図に天井，床下配管を1枚の図で表現する．また，

シャフトの位置の移動など主配管を表現する場合は，その展開する階の建築図

を基に天井配管図として作図する．

肝
2FLカグ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カグ　　　　　　　　　　　　　　　　　 I l

C H

l

■ l

l

l

l

l

t

l

同

門

皿

Ⅶ

l l 1 F L

便　 所

大 便 器

ノへ －「

洗 面 器 小 便 器

Jヽ′

■■ l 〝」■
1 r jグ 　ヽ　　　 ′　　 カグ 　ヽ　　　 ′ 1

｝・→

1 「 ul
l料・一手喜一ト」ら一士－一丸

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l I
l

⊥

1FL便所詳細図として表現 1階便所断面図

」
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：…‥・．‥．・．…‥・・・・ 弁類の表不

〔1〕弁類の種

別

弁類などの種別と表示記号の一般例を次に示す・

種別

ゲ ト弁

ストップ弁

表示記号

GV

SV

BV

備　考

仕切弁

玉形弁

バタ　フ　ラ　イ　弁

チ　ャ　ッ　キ　弁 逆止弁

Y型ストレーナ 「T

減　　 圧　　 弁 R 一次側・二次側の圧力値記入

安全弁・逃し弁 息 づ紅－

電　　 磁　　 弁 S

温　度　調　節　弁

自動空気抜弁
曾AV

ベローズ型伸縮継手 S S：単式

ベローズ型伸縮継手 D D：複式

ルーフ0型伸縮継手

フレキシブル継手 球形ゴム製

金属製フレキシブル継手

温　　 度　　 計 ⑦

二二 互二‾‾‾‾‾

＿＿」塑
（む

F

ム

圧　　 力　　 計

水 高 計

達 成 計

定 水 位 弁

フ ト弁
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〔2〕弁類の記

入方法

弁類の図示法と記入上の要点を次に示す．

a）ゲート弁，ストソ70弁

フランジ型

モ習≡

含警警芸示屯

イ．ハンドル方向をはっきり表示する．

ロ・⊥，打とも正確に記入するが，寸法表示は不要である（以下，b），C）

も同じ）．

ハ．ねじ込み型はフランジ線がないだけで，他は同じとする．

b）チャッキ弁

上記と同じであるが，流体の流れ方向を明記する．

ねじ込み型

←一千十、単一－→
流れ方向

c）Y型ストレーナ

流れ方向

ねじ込み型

自

フランジ型

「皇「

E♯≒認∃

平面図

フランジ型

一醐一
流れ方向

平面・断面図共通

d）減圧弁

必ず弁付近に圧力値（一次側一→二次側）を記入する．

（5K一→2K）

嘲一

」



10・3　弁　頬　の　表　示

e）立て管に取り付く弁

9J

〔3〕弁装置の

記入方法

【4〕弁の取付

け高さ

下図に示すとおり，装置の組立寸法（フランジ間）を計算し，フランジ部と

弁本体のみを記入する．バイパス管は単線でかき，Ⅵ′寸法のみ表示する．ただ

し，この表示は縮尺1／50，1／100に通用する．

装置の組立寸法図

弁の取付け高さは保守員が容易に操作できることが望ましい．操作上の弁の

高さは1500mm前後がよい．

また，見栄え上も機器廻りに複数の弁が並ぶ場合は，弁同士の高さを極力そ

ろえることが望ましい．

、≠＿ ．－⊥　 エ　 エ

‾」亡♪

シプル継手　　　 喜

▼・・・」

床

ボ ン7 P
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D †■d 配管寸法の記入方法

〔1 〕 横 引配 管 横引配 管の寸法表 示 を次 に示す．

200 C IP X 1 600 L　 打h　 ′－ 2F レ 1 000（1F L ＋4 000）

　　 即　 ○　　　く＞
通り芯　　　 ∞　　　く＞

・ 妻 †●5芸 芸 ．…
1 500　　 1 500 1 500 1　　 2 000　　　　 F L ±O　C H ：3000
－　　 5 旨00 †　　　 1

臼
通 り芯　　　　　　　　　　　　　　　　 通 り芯

記 入 上 の 要 点

寸 法 や 高 さの 表 示 は， 上 図 以 外 に次 に示 す 方 法 も用 い る．

イ ． 多数 の 配 管 で 間 隔 が 狭 い場 合 ， 引 出線 を用 い て 記 入 す る．

2F L ，－ 450，－600，－600 ，－ 1 000，…… 高 さ表示

200，200，300 ……間隔 表示

′　　　　　　　　　　　　　　　　 ■
．ヽ　　　　　　　　　　　　　　 ’

；　　 ．　　　 ；二 事 隔が狭い場合

← － － － － － － －　　　　 － －　　 一 一 →

ロ． 高 さ寸 法 の 表 示 は，原 則 として上 部 F L か ら管芯 までの高 さを記入 す

る． 必要 に応 じて下部 F L か らの高 さ も記 入 してお く．

なお，す べての室 が F L ±0 で ないの で，室 名の下 に床 レベル を書 く． また，

ス リー ブ入 れ時 な ど上部 よ り寸法 取 りがあ るため， 上部 スラブ天端 お よび スラ

ブ厚 さを記 入す る．

スラブ天端

スラブ厚
2FL

〟　　　 ♂　　　 〝≡　　　 〝　「

t軒廿 「杢1慧2基臣5⊥0鞘 鰻

IFL±OIcH：3000 l　 廿　　　　　　　　　　 日峯　 子堅

ハ． 排水管のように，こう配のある配管 は，貫通部や通 り芯 との交差部分の

ポイン トごとに高 さ寸法 を記入する．
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10・5　衛生器具周りの配管　　　　　　　　　　．99

〔2 〕 器具の記 器具の記入にあたり，図面には衛生器具の品番を記号で表示する．また，器

入方法 具品番はJIS で表示する場合と製造業社品番を用いる場合があり，下記に代表

例を記す．

器　 具　 名　 称 JIS 記号 T 社製品番

和風洗出し床上給水大便器 VC 311 C －375V

洋風サイホン便器 VC 910 C －21

壁掛ストール小便器 （大） VU 410 U －370

袖なし洗面器 （大） VL 510 L－221

バック付掃除用流し V S 210 SK －22A

④　　　　　　 4300

24q　 lOOO　　　　 lOOO

l

Ⅰ500　 500 500　　　5（）0 く＞
∪つ

ll ー

く⊃
く＞
く＞
ロ

⑤

く＞
く⊃
く＞
ロ

2

l

洋風

VC 91

⊥

く⊃
く＞
lJつ
▼・・■

廊
下

く＞
uつ巳 「コ

和風大便器

V C 311

1300

便器

0　 ＝王 …＝●　ヽ

好　 く＞　く⊃

洗面器 め

VL510

u

「‾コ

1100

00

＋ 】lYt

PS

‡　 書　　00　′ヽ ロ 〕

m

く⊃l．n臼

VU410　　 く⊃　　l．n　　　臼 u

L＿匝
掃除流し
VS210
露

く⊃
l．q
ト、

く⊃
く＞
l∫）

適㌢ l
』㌢

5 0 0 5 0 0

▼
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10・5　衛生器具周りの配管
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〔4〕タイル面

への取付け

衛生器具をタイル面に取り付ける場合，器具の使い勝手を優先し，外観上タイ

ル目地に合わせて器具を取り付ける．タイルは10センチ角と20センチ角が多

く用いられている．作図にあたっては，建築で作成したタイル割り図（タイル

の割付けを躯体，間仕切に合わせて作図された建築仕上図）を用意し，目地に

合わせ器具を取り付ける．

（10センチ角）
（20センチ角）

タイルの標準寸法

タイル面への取付例

日地合せは縦目地を優先し，横目地は器具取付標準寸法に近い位置に合わせ

る．

粧 棚 ．　あ

．d ／／

l

・l

l l l
ふ れ 縁

く⊃
q ⊃臼
【

く＞同
臼

l
洗面器

・－－・・給水

・－一排水

く⊃
く＞

回

く＞
く⊃
く＞

▼・・・J ′ ヽ
ヽ

同

q ⊃田

一－－－・－一排水

（10センチ

角タイル）
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〔5〕器具廻り

の配管

a）作図手順

壁仕上材の確認

タイルの場合は目地に
合わせる．

型板で記入

接続配管書込み

器具名，品番

器具取付芯

配管位置の記入

b）器具接続配管

イ．壁付フラッシュバルブの配管（コンクリート壁立上り配管）

持出しソケ・、ソ

l」＿＿」
1

フ　 防
ラ　 食

ッ　 テ配 ∬ l書 削

ノヾ
ル
ブ

1 防　寧

鉄
筋

丁
l
プ

鉛管

断面

30LP＋

ル→・

ト
ープ

7＋
ープ

」

鉄
筋

タ
モ

配
●ヽ

■

1こ云■●11 に

1

モ

配

モ

建

モ
0　 ヨ

防食テー

タイルモルカレ　躯体

平面

イル下地
ルタル

管壁埋戻し
ルタル

築施工ならし
ルタル
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A A　　　　　　　　　　　　　　　　 A

A／2＋30　　　 A／2－30 A／2＋30　　　 A ／2－30 A／2＋30　　　 A／2－30

200

1

丁二

く＞
11つ凶

′

25V L P
ん＿

32V L P
ノ

32V L P
ノ

紙巻器

10

斗

l ●　－

l

□

⊥
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1
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q
l
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0 50 5LP E
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d）洋風大便器廻り標準図
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分岐，支持金物
〔1〕主管から

の分岐

主管からの分岐，取出しは，次のイーニを考慮して作図する．

イ・水配管では過大な抵抗が生じないような分岐取出しを行う．

オ』＝烏三上
○良い　　　　　　　　　　　　×悪い

ロ．給湯管，返揚管の分岐取出し例

－き
ハ．伸縮による応力を無視できる場合は，次の分岐取出しでよい．

／　ケ／
ドレネージ継手を使用する場合は，継手の角度を考慮する．

排水主管

立面図

の寸法差に注意



10．6分岐，支持金物　　　　　　　　　　　J〃タ

〔2〕配管の支

持

配管の支持を行うには，次の事項を検討し施工を行う．

イ．配管重量（管材重量十流体重量十被覆重量）

ロ．管の伸縮

ハ．構造体の変位量

管のたわみに対する適当な支持間隔

ホ．管内圧力変動による管自身の振動

へ．地震時の配管振れ

各種管材による横走り配管の支持間隔は表6・4に表記してあるが，次の点に

も注意する必要がある．

a）排水鋳鉄管の横走り管は1．6m以内，分岐管が連続する場合は1．2m以

内に支持し，立て管は各階ごとにそれぞれ1箇所を支持する．

b）排水鉛管の横走り管および立上り管は1．Om以内に，1箇所を支持する．

横走り管が1．Omを超えるときは，亜鉛鉄板（28番以上）またはビニル

板（管）の半円樋にのせ支持する．

c）屋内の立て管には各階ごとに1箇所の振れ止めを施し，最下階の床およ

び最上階の床で固定し配管荷重を受ける．

d）支持金物は亜鉛めっき製，または錆止め塗装したものを使用する．

e）銅管・ステンレス管の支持金物については，管との接触部分にゴムまた

は絶縁テープなどを入れて異種金属が直接触れないようにする．
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11章　屋　外　配　管

確認・注意事項

〔1〕建築と設

備の確認・

注意事項

建

築

関

連

事

項

設

備

関

連

事

項

」∵＿

屋外仕上図の確認

屋　外　配　管　図

設計図，仕様書の確認

用途と流体の種類，管種
等の確認

ガス・水道の引込み，下水
道の接続に関する打合せ記
録の確認

配管材料に対して官庁の指
定の有無の確認

腐食に対する検討

屋外の仕上材質

植栽計画の有無

建物と外部の高低差

道路と敷地の高低差

敷地地盤の高低差

敷地と建物の位置関係

地中障害の有無

施　工　図　の　確　認

屋内配管図による建物から

外部へ出る管の用途，位置

等の確認

他設備の屋外埋設物等の確
認

下水道の公設ます等の実測

軟弱地盤の場合の施工方法
の検討



11・1確　認・注　意　事項　　　　　　　　　　　JJ3

〔2〕用途と種

類

〔3〕貴通部の

絶縁

〔4〕管のこう

配

屋外配管としては一般的には次のものをいう．

a）屋外排水管

建物から出た排水管を会所ますへ導き，最終的に公道の公共下水道へ放流す

るまでの管．

ただし，公共下水道のない場所では，汚水処理施設へ導き，流末へ放流する．

この場合は，雨水と系統を分ける．

b）水道引込管（給水装置）

公道に埋設されている水道本管から分岐し，敷地内へ配管し量水器などを経

て受水タンクまたは直結器具へ至る建物外の管．

c）ガス引込管

公道に埋設されているガス本管から分岐し，敷地内へ配管し建物へ至る管．

d）その他の配管

イ．ポンプ室，受水タンクが建屋とは別棟にある場合，ポンプから屋上水槽

への揚水管，あるいは直送方式の場合の給水主管が建物へ至るまで屋外に

配管される管．

ロ．散水栓が植栽用あるいは清掃用に設けられている場合，水道本管から直

結もしくは高置タンク以下，またはポンプ直送の場合においても屋外に配
＼

管される管．

ハ．消火設備配管として，外部送水口から建屋へ至る配管，および屋外消火

栓の用途に使用する屋外配管．

．池，滝，噴水などが設置されることにより，その用途のための循環配管．

建物から屋外へ配管する場合は地中梁あるいは外壁を貫通して配管をするが，

金属管で貫通スリーブ内を配管する場合は，必ず躯体との絶縁を配慮し，さら

に，屋外埋設の金属配管と建物内の配管とに電気的な絶縁を図るよう考慮して

おく．

特に排水管は，屋内配管と同様に自然流下となるので，こう配については特

に注意が必要である．

建物から躯体を貫通して出る深さと，最終的に下水道に接続される公設ます

の深さで，こう配が決定されてしまうので，建物の貫通レベルの決定は十分な

配慮が必要である．



JJ4

屋外配管施工図の作成および注意点

〔1〕屋外配管 屋外配管図は敷地内の建物周囲に埋設されるすべての配管類を図示し，水道

図
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図11・1 屋外配管図
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〔2〕詳細図 全体の屋外配管図で明示できない部分を拡大して，納まりを平面，断面で表

す．
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図11・2　平面図
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図11・3　断面図

屋内配管と同様に，配管が平面的に交差する箇所は，管の埋設深度の変化で

対応させる．

ただし，基本的に排水管のこう配を優先させることが必要である．
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〔3〕縦断面図

DL8．00

（基準線

屋外排水管を表す図面で，規模が大きな屋外排水の場合には作図する必要が

ある．

さ）

引

■mヨ

策 ≒療　 や0・3 めナ11 や。・もめナ1‡単音す埴す帥

　　　　　　 ノシ；

＝二■■・・・・・・■■－

＝＝－・－＿■こ

＝「■・・・・■■＿

H

1 0 0 1 0 0 （管 径 m m ） 1 0 0 1 2 5
①　 2 ／1 0 0 ②　 2 ／ 1 0 0 （こ う 配 ％ ） （卦　 2 ／ 1 0 0 ④　 4 ／ 1 0 0

3 ．0 0 6 ．0 0 （延 長 m ） 5 ．0 0 2 ．5 0

等　　　　　　　　　　式　　　　　　　　ヨ　　　　ヨ
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　ぶ

ト　　　 冨
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〔注〕1）塩化ビニル管を使用したので管厚は省略した．

2）（）内の文字は図面には記入しない．

〔4〕排水管の

こう配

図11・4　縦断面図

図11・4のように，管径とこう配がわかるように，各排水ますもしくは人孔の

位置での管底高，土かぶり，地盤高を記入し作図するものである．

〔注〕ステップとは，ます・人孔内でのこう配をいい，一般的には20～30mm程度とする．
▲

図11・5　排水管のこう配

」
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表11・1管径とこう配（東京都の場合）

（a）汚水のみを排除すべき　　（b）汚水または雨水を含む下水

排水管の内径　　　　　　　　　　を排除すべき排水管の内径

排水管の内径
〔m m 〕

こ　う　配

100 品 以上

125 誌 以上

150 誌 以上

180 以上 諒 以上

排水管の内径
〔m m 〕 こ　う　配

100 孟 以上

125 嵩 以上

150 誌 以上

180 誌 以上

200 誌 以上

230以上 姦 以上

〔5〕排水ます

の設置条件

〔6〕管径の決

定

表11・2　排水ますの設置条件

ロ 排水管の起点 （屋外排水管 として建物か ら出る最延長部）

2 排水管の合流点

3 排水管のこう配，方向，管径 の変化す る箇所

4 排水管の段差 が生 じる箇所

5 排水管の直線部 が長 くなる中間点 （原則 として管径の 120 倍以内）

6 公共下水道へ放流す る場合，公設 ますの手前 に

管径と流量については，4章4・10を参照のこと．

水道引込管の場合は，供給事業者の指定した公式により，水道本管の水圧を

確認のうえ決定する．

また，排水管の場合はガンギレー・クッターの公式を用いて管径とこう配に

より，流量と流速を決定する．
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〔2〕バルブま

す，バルブ

ボックス

〔3〕マンホー

ル

給水あるいは消火用の一般的な仕切弁を埋設する場合，バルブますを設置す

る．また，小口径の場合は，バルブボックスとする．

弁ますふた

図11・8（a）バルブます　　　　図11・8（b）バルブボックス

地表面に現れる排水ます，バルブます，バルブボックスの表面は，点検する

ために必要なマンホールなどを設置する．

形状については設置箇所の状況に左右される．また，意匠的にマンホールが

露出するのを避けるためには，化粧ぶたを使用する場合がある．

耐荷重については，設置する場所を車両が通行するか否かなどの耐荷重の検

討を行い選定する．

防臭型鋳鉄製マンホールカバー

把　手

パッキンアンカ

鋳鉄製化粧ぶた

図11・9　マンホールの種類
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確認・注意事項

〔1〕建築関連

確認・注意

事項

a）給排水設備

b）換気設備

開発行為等の許可条件の確認

共同住宅等の特例基準に適合した建築構
造か確認

階数および階高

GL（地盤高さ），FL（床仕上），BM（高さ
基準），CL（コンクリート天端）

天井高さおよび仕上仕様

PSの有効内寸法

防火区画

主構造の確認

（RC，SRC，PC等）

スラブ厚および梁成，形状

1F床下がピット構造か土間構造か確認

段差スラブと梁の位置確認

PSが上下同じ位置にあるか確認

伸頂通気の開放ロと窓の関係確認

住戸内の配管立上りスペースの壁厚確認

PS内各配管（電気，ガス，水道）納り・プ
ロット図確認

上階スラブ下と天井下地までの有効スペ
ースの確認

納まらない場合，下り天井および天井高
変更を申し出る．またはオーバルダクト
使用も検討

窓と排気トノブ距離と配置の確認

上階バルコニーの底面レベルの確認（住
戸床面よりスラブ底が下がっている場合
もある（図12・14参照）．

梁貫通ルートの確認
（大梁，小薬の梁高チェック）

柱，梁，壁等位置の確認
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〔2〕設備関連

確認・注意

事項

a）給排水設備

事前協議（書）の
解答内容の確認

量水器が私設か局貸与

か確認

機械室

の配置

水道本管および
下水本管の確認

配管ルートの確認

総合プロ　ット　図
作　　成

水道局指導事項の確認（使用水量，給水時
間等）

下水道局指導事項の確認（排水量，排水地

域放流先指定等）

届出方法確認（各水道事業者の指導基準
の確認）

メータ廻り配管仕様の確認

ポンプ室受水タンク位置確認

住戸と機械室位置確認

水道本管の深さ，口径の確認

下水本管口径および公共ますの深さ位置
の確認

床転がし配管有効スペースの確認と排水
管のこう配確認

メンテナンス用点検口（床・壁）位置およ
び数量の確認

流し裏横引配管スペース確認
（標準100mm程度）

共用部と専用部分に対する配管ルート確
き刃
口l山・

メータスペース（電気・ガス・水道）が共同
となる場合は相互間の距離を保ち関係法
規を遵守する．
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イ．給水設備の確認注意事項

ロ．給湯設備の確認注意事項

受水タンク，高置タンクの設置空間の確認
（8・1〔3〕参照）

最上階住戸水圧1．5～2kg／cm2Gを確保

できるか（確保できないときは蓄庄式，系
統別ポンプ圧送方式）確認する．

自然流下方式のため，最下階水圧を考慮

し，4kg／cm2以上の場合は減圧弁を設け
る．

下層の階ほど管内水圧が高くなるので各
住戸に減圧弁の設置確認

機械室スペースが大きくなるので配置の

確認

防音，防振，支持方法の確認

最上部にエア披きの水の処理方法確認

メータニ次側にCV（逆止弁）設置の確認

排気筒の延長5m以内か確認

エルボの数が3曲がり以内か確認

凍結防止ヒータの有無確認

防露および水抜き方法の確認

給湯圧力が0．6kg／cm2と低いため，低水

圧を考慮した器具を選定確認のこと（特に
シャワー）．

深夜電力で貯湯するため給湯使用量と居
住者の人数を確認のこと（標準2－3人

370ヱ，4～5人460J）．

混合水栓使用の場合は給水圧と同圧に近

づける．

自立式，立型温水器の場合は機器の構造
により転倒防止対策を行い，配管は，本
体の揺れを考慮してフレキシブルな配管
材料（HT，VP，CU，HIVP等）を使用し固
定位置を決定する．
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b）換気設備

天井内埋込照明器具
配置確認

各機器類の対策

ユーティリティフアン

ダクトルートと埋込器

具との有効寸法の確認

給気ファンまたは給気ロ

給気口は冬季には，外
部から冷気が入るため，
ふさがれやすいので，
ダクトにより直接冷気
が接しない箇所に開放
する．

排気ファンと連動の給

気ファンを設置すると，
ドアの笛嶋やドアの開
閉の重さが解消される

（高級住宅には設置を
検討）．

給気にダクトを用いる

場合は結露防止の防露

が必要

吐出口・吸込口と照明

配置の確認

ファンおよびダンパ類
の点検口（大きさ・位
置）の確認

総合プロッ
ト図作成

風量3～4m3／min確保

（便所1，洗面所1，
浴室1－2）確認

洗面所の天井に設置可
否の確認

ファンの本体高さ寸法
および取付高さの確認

使用頻度に合わせたフ
ァン台数決定（便所の
み専用のファン設置も

検討）

レンジフードファンは

別表－2を用いて必要換

気量をチェックし，外

部風圧を考慮に入れた

静庄でファンを選定す

る．

外壁貫通ダクトは結露
防止のため室内側1m
までは防露

浴室系ダクトはユニッ
ト側に水こう配をとる．

レンジフード系ダクト

は可燃物からの距離
100mm以上離れている
か確認する．100mm以
下の場合は岩錦または
GW50mmで断熱する．

各ファンの静圧の確認
（別表－1参照）
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給排水設備図の作成および注意点

〔1〕 メータシ イ． 配管サイズの最も太い階で納まりを検討する．

ヤフトの納 ロ． 立て管のメインバルブをP S 内に納める場合は，フランジ口径およびス

まり ピンドルの出っばりなどを考慮に入れて作図する．

ハ．局貸与メータの場合，各都道府県別に施工規定があるので確認する．量

水器が20A の場合の都内近県の一例を表12・1 に示す．　表 12 ・1 20A 標準内のり最小寸法

（単位：m m ）

都市名 縦×横×奥行
扉の内のり有効　Ⅳ×〃

備　　 考

東 京都 500×500×200 500×500

川　　 崎 600×700×300 700×600
外部仕様の場合量水
器の保温カバーあり

横　　 浜 600×620×200 470×600

． メータ室の共通注意事項

①　 メータは共用通路に面した所に設置する．

②　 メータの取替え時の水はけができること．

③　 扉には鍵を設けない．
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〔2〕住戸内配

管の納まり

a）洋風便器・床抜きタイプ

排水管のこう配と立て管から便器までの長さ

1／50　→1600mm（TMP¢75横引き長さ）

1／75　→2400mm（　　　〝　　　）

1／100→3200mm（　　　〝　　　）

床フランジ

石綿ビニルニ層管

TMP75VP

b）洗濯水栓立上り管固定

木造パネル内に立ち上げる洗濯機給水立上り管は，パネル補強さん木に30×40

のたる木を渡して固定する．

図12・2

たる木40×30
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d）洗濯パン廻りの納まり

64 0
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e）電気温水器の設置スペース

460Jタイプの設置例

設置スペース：内寸1000エ×1450Ⅳ×2500〃（200〃架台とも）

上記の寸法には温水器取替えのためのスペース1000⊥×400Ⅳが含まれる．
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〔3〕温水器廻

りの配管支

持および本

体の転倒防

止

地震時に温水器が振れて配管が破損しない支持方法とする．また，下部のア

ンカー固定では，耐震強度が維持できない缶体については，上部に転倒防止の

処置を必要とする．

♂ ，　　　 ， ♂

0
給湯

支］
（給

温水器

．ぺ 」

＼ ’　 ■

水・給湯とも）

給水管HT

図12・6

温水器本体の振れ

下部＜上部

振れの大きい上部からの給湯管は上部付近では支持せず，中央部以下で支持

し耐熱塩ビ管の柔軟性により変位を吸収する．

缶体下部から床上直近に配管する給水管は，ロッキング振動による配管の上

下変位によって管が床に衝突する可能性があるので，配管と床にすきまを設け，

支持位置を離すことにより変形能力を確保する．
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〔4〕床上配管

図のかき方

65A以上は立て管から

1m以内は鋼管または耐

火二層管を使用

排水集合管，品番記入

ロータンク給水
取出高さ記入

ユニット排水

銅管はつぶされ

やすいため，交
差は給水管を上

にして配管する

流しへの給水・
給湯，排水管は
流し裏の壁に添

って配管し水栓
接続部に点検口

を設ける

斜線部分はユニ
ットバスおよび

洗濯パン設置後
配管

洗濯パントラッ
プの開口は200

Ⅳ×400エの開

口とし，接続後
200口程度床張し

点検口と兼用に
する

UB（ユニットバス）
の結びはVLPの場

合はフランジ接合，
銅管の場合はろう
付け

〔注〕耐火二層管の使用範囲は所轄の消防署と打合せのこと．

図12・7



J32　　　　　　　　　　　12章　集　合　住　宅

〔5〕寸法線の

引出し順序

および注意

点

イ．大外には通りの芯々を記入する．

ロ　施工工程の早い順に寸法線を外側に引き出す．

ハ　立て管寸法は基準寸法になるため，必ず通r）芯から追い，また寸法は単

独で記入する．

．各器具の立上り寸法は墨出しやチェックがしやすいように，通り芯から

追い出す．

　　　　　 日
立て管芯は左右の通 り芯か ら記入の こと　 妄　　　　　－●・十一　　　2 615　 心　 5 785

器
具
位 横 間
置 引 切
違 違 違

⊥匡l

1 0 7 5 1 4 3

†

0 1 5 2 0

間 横

切 引

寸 寸 、

法 法 、
■

廿

■
l．n
トー臼
立

て

管

芯

H

洗 面 所 　 便 所

rT¶
く⊃日

＿＿＿＿＿ 」 i⊥U　　 正

u

l∫）田
凶
田

田

▼－■
■■

Il

】

I

■

浴室洗濯室　＼

く＞
t■・・イuつ
▼－■

厨房

汁

t
一 ．■ ．－．．．．．．．．．■．．．．．．．．．．．．．■▲ － ・一 一 一 ・－ ・－ ・・・・一・・・・・－ ・一 一 一 ■－■■ ■　排 水 芯

≡ ∃

¶

u ■　 ■
洗 濯水 栓 芯

l■■
∠グ 1　　　 ∠グ
戚㌢ ∠ク′

間 切 寸 法

横 引 配 管 寸 法

器 具 立 上 り 芯

1 4 8 0
l l l
1 0 2 5 1 5 2 0 4 3 7 5

l　　　▼　▼

8 4 0 0

通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

芯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芯

水場廻り床ころがし配管記入例－1
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換気設備図の作成および注意点

〔1〕 ダクトの

系統別材質

〔2〕 器具類の

材質は通常指定されるが，一般的に使用される材質を表 12・2 に示す．

表 12・2

管種　系統芸買萱買蔓
ス　パ イ　 ラ　ル　ダ ク ト　 0　 0　 0　 0　 0

ス　テ　 ン　レ　ス　ダ ク ト　 0　 0　 0　 0　 0

耐 火二層管＋V P ダク ト　 0　 0　 0　 ×　 ○

　 樹脂 コーテ ィングダク ト 0 0 0 × ○

a ） 吸込 口

選定 一般 に は図 の ようなA B S 樹 脂製 の レジス タが用 い られ，有効 面積 および形

状 を考慮 して選 定 す る．　　　　 ノ〆ネ・－㌣ト’L‾　　　．■‾っ▼．＿r　　　　－Jたf三壊一‾：；・i一ニニ曾＝‾噸恥

磨

．．こi
エフ才‾毛姜－ ≒‾ セ・．ム？・，

ぎj【

l一貞一【■．■も’．

b） 排気 トップ

一般には図のようなステンレス製，アル ミ製が多く用いられ，外壁美観，雨

水浸入のおそれのないものを選定する．　　　　 ◆告‾‾－‾－’’ゝ

－さ表示　 諾‾夢賢 警 義一＿＿≡ニご　　　　 責 ・…：↓L－ま……i▲…王・二1焉極紗

盛・璧ぷ勃謂巨岳鍾三岳岳岳露き－箋　 義 一当室毒書婁義一圭…重 責急き苫　羊＝＝＝＝てて一 三室匿箪首‘

・∴・二軍一廿・＝■幸一妄‾
ワニー≡≡ニー　　　　　　　 爆　　 ｛量＿　　　　　　　艶　㌔を　う薫転三　‾き㌍竺≡≠＝

亀

草1
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b）電動ダンパの取付け

電動ダンパ

SSD－10，15

¢10インサートより上図のように全ねじボルトを使用し，スプリングワッシャ

を挟みWナットで締め付け固定する．

（00 く＞（く＞

◎

⊂h 寸・く＞
I・・・■▼－・■）
昌一て 丁

l l ■ ● ■

見 差込み寸・法mごx2云mm

図12・9

電動ダンパとダクトの接続はダンパの構造により差込み寸法はmax25とする．

c）ダクトのつr）支持

イ．つり支持間隔およびつり金物（JIS A4009）

表12・3

ダクトの径
〔m m 〕

つ　 r）　金　 物 支　 持　 金　 物

平　　 鋼 棒　 鋼 最大間隔 山　形 鋼 最大間隔

さ150
つりバンド

または共板

8 m m

以上
3 m

25×25×3　m m

3．6 m

¢100
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d）レジスタの取付け

（ 角エルボダクト

木下地∠
∩

〔最小）

圃
冊耶

‾笥吾妻二こ‾竿誓革岨甲＼二三J…‾‾
レジスタ

図12・12

レジスタのつめを開き，天井面のダクトに差し込み取り付ける．

e）排気トップの取付け

ダクトと外壁の周囲はコーキングを行い，排気トソプはダクトに差し込み，

板ばねにより支持をする．

上部にバルコニーがある場合は，ダクトを外部方向に多少下りこう配にする

と，トップの周囲はコーキングを省くことができる．

図12・13
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〔4〕ダクトの

抵抗計算法

別表－1　ダクト用換気扇のダクト抵抗計算法

ダクト抵抗は次の式により求める．

ダクト抵抗♪〔mmAq〕＝1×r／2gXL／DXV

ここに，人：ダクトの管摩擦係数（0．01～0．04）

g：重力の加速度（9．8kg／m・S2）

r：空気の比重量〔kg／m3〕

⊥：ダクト長さ〔m〕

β：ダクト直径〔m〕

Ⅴ：ダクト内風速〔m／s〕

Ⅴ＝Q／β2×4／6肋　（Q：風量〔m3／min〕）

ここで，人＝0．02（亜鉛スパイラルダクトの場合），g＝9．8，r＝1．28を代入すると

♪＝0．02×1．28／（2×9．8）×〟β×（Q／β2×4／60方）

となる．

さらに，ダクト直径の数値を代入し式を簡略化すると，♪は次のようになる．

♪＝0．0588×⊥02　（ダクト直径10cm）

♪＝0．01928×エQ2　（ダクト直径12．5cm）

♪＝0．00774×エQ2　（ダクト直径15cm）

ダクト抵抗集計表

系統名

風　量

ダクトサイズ

〔m3／min〕

直管相当長さ

直管長さ

1

円形の曲管900　等価長係数

斤／β＝1．0　　15上）×個数

円形の曲管450　等価長係数

斤／β＝0．5　　　22上）×個数

尺／β＝0．75　　12β

尺／β＝1．0　　　8β

ベントキャップ類

外部風速等

m

 

m

 

m

 

m

 

m

 

m

 

m

合計相当長さ

ダクト直径の係数　相当長さ〔m〕風量〔m3／min〕

※♪＝0．　　0．0　　　×　　　　　　　×

合計抵抗

しJ
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〔5〕レンジフ

ード換気量

の計算法

■理論廃ガス圭∬

別表－2　レンジフードの換気量計算法

■理論廃ガス量による換気量の計算例

排気フードⅠ型使用の場合

Ⅴ＝30〟Q

ここに，Ⅴ：換気量〔m3〕

K：理論廃ガス量〔m3／kcal〕

または〔m3／kg〕

Q：発熱量〔kcal〕

燃料消費量〔kg〕

必要換気量〔m3／h〕＝30×理論廃ガス量〔m3〕×燃料消費量＊〔kcal／h〕

＊　都市ガス・・・kcal／h，LPガス（プロパン主体）…m3またはkg／h

（台所の局所換気用のレンジフードはすべてこの計算に基づく）

●火を使用する台所などが主体であるが，居室でも開放形の燃焼器具を使用す

る場合など，条件によりこれに準ずることが望ましい

く計算例〉　3口こんろと4号湯沸器を使用する台所の場合

●3口こんろ，燃料消費量（1．6m3／h）の必要換気風量n（フードⅠ型使用の場合）

Vl＝30KQ＝30×0．00108m3／kcal×1．6m3／hX5000kcal／m3＝259．2m3／h

K＝0．00108m3／kcal

Q＝1．6m3／hX5000kcal／m3＝8000kcal／h，都市ガス6B使用（5000kcal／m3）

●4号湯沸器，燃料消費量（1．6m3／h）の必要換気風量仇（フードのない場合）

Th＝40KQ＝40×0．00108m3／hXl．6m3／hX5000kcal／m3＝345．6m3／h

したがって，全必要換気風量Ⅴは

Ⅴ＝Vl＋仇＝259．2＋345．6＝604．8m3／h

したがって，余裕はあるが，一般住宅用・低静庄形FY－60HCl（風量：828／900

m3／h）を選定すればよいことになる．中高層住宅の場合は，高静圧形FY－60H

L2（風量：618／576m3／h）と全体換気用にFY－24B2／31（風量：138／132m3／h）

を選定する（ただし，中高層住宅の場合はダクトの抵抗損失も十分に考慮する

必要がある）．

（東京ガス）　　■ガス器具と燃料消費量（参考値）（東京ガス）

燃料 の種類
理 論廃 ガス量

〔m 3／k cal〕

単 位 当 r）

の発熱 量
〔k ca l／m 3〕

都 市 ガ ス 13 A 0 ．00 108 11 000

都 市 ガ ス 12 A 0 ．00 108 9 500

都 市 ガ ス　 6 B 0 ．00 108 5 000

都 市 ガ ス　 4 B 0．00 108 3 600

ブタ ン・エアガ ス 0．00 10 8 7 0 00

L P ガ ス
（プ ロパ ン主体 ） 12 ．9 m 3／k g 12 000 k ca l／k g

灯　　　　　　 油 12．1 m 3／k g 10 300 k cal／k g

ガス器具 燃料消費量
1 時間当 り
の発熱量
〔kc al／h〕

都
市
ガ
ス

（6
B
、ヽ＿一′

こんろ

1 口 0．5 m 3／h 2 50 0

2 口 1．1 m 3／h 5 500

3 口 1．6 m 3／h 8 000

湯沸器
4 号 1．6 m 3／h 8 000

5 号 2．O　m 3／h 10 000

ガス釜
皿 0．22 m 3／h 1 100

2 J 0．31 m 3／h 1 550

プ
ロ
ノヾ
ン
ガ
ス

こんろ

1 口 0．18 k gル 2 160

2 口 0．4 k g／h 4 8 00

3 口 0．65 k g／h 7 8 00

湯沸器
4 号 0．56 k g／h 6 7 20

5 号 0．65 k g／h 7 80 0

ガス釜
皿 0．12 k g／h 1 44 0

2 J 0．16 k g／h 1 92 0
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〔6〕住戸内ダ

クト図のか

き方

a）バルコニーと排気トップの確認注意事項

バルコニーと排気トップの納まり

1．④および㊥部分のスラブ厚さの確認

2．0の間隔は30mm程度とする．

3．㊤梁貫通の高さと，排気トップの形状確認

図12・14

b）下り床がある場合のダクトの納まり

一般床と水場床の下りがある場合の天井内の納まり確認
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ー・■
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／
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／

彗 ¢150　　　 l．r）
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間仕切の位置とダクトの偏芯幅をチェック

図12・15
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〔7〕ダクトの

寸法線の記

入方法

a）平面図の寸法線引出し順序と注意事項

イ・施工順序の早いほうから外側に書き出す．

（例：天井内フアンの位置が基準となり施工順序も1番先のため，必ず

通り芯から追い出す）

ロ　各器具の立下りは機器芯から左右に追い出す．

ハ・1番内側に壁仕上りからの器具芯を記入する．

し－

8 4 0 0
通 り 芯 寸 法

間 切 寸 法

機 器 芯

各 ダ ク ト 立 下 り 芯

各 ダ ク ト 芯

4 4 6 5　 1　　　 1 3 9 5　　　 ．2 2 0 1　　 1 3 0 5　　　 ．1 0 1 5

5 4 7 0 2 9 3 0

5 d 7 0 1 3 4 b
1 9 9 0

5 d 7 0
4 0 0 2 5 0 6 如 6 2 0　　 1 5 7 0

1 4 0

3 3 0 ・
間切か らの寸 法
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各 各 機 間

タ グ 、器 切

ク ク 芯 寸

ト ト 法

芯 立

下

り

芯

間切からの寸法
6 2 1 田

4 0 0 1 1 1 0 4 5 0

3 5 5

7 05 0 7 0 1 3

4 2 4 9 8 2 1 1 5 1 0 1 8 2 0

5 4 7 0 2 9 3 0

4 8 7 0
9 9 腱 ノ

1 5 2 5 1 0 1 5

　　　　 ▼8 40 0

水場廻りのダクト図記入例－2



12・3　換気設備図の作成および注意点　　　　　　　　　　　J4g

b）断面図の寸法引出し順序と注意事項

イ．1番外側に階高を記入する．

ロ．FLからスラブ下までの寸法を記入する．

ハ　天井高と天井内有効寸法を記入する．

．フアンおよび各器具への高さの表示を行う．

F L

8 4 0 0

2 07 5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6 32 5

1 6 80　　　　　　 3 9 5 99 5　　 1 5 5　 47 5　　　　　　 4 7 00
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ヽ

1 48 0 1 02 5 1 52 0 4 3 7 5

ヱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 通

水場廻りのダクトの断面図　記入例－3



13章　施工図チェックリスト

図面 名称 ！
図面番号

作図者印

／

チェック者印

／
特　 記

チ　 ェ　 ッ　 ク　 項　 目

建

1 ．基準寸法 （平面 ・断面）は正 しいか

2 ．床 ・壁 ・梁の厚さ・位置は正 しいか

3 ．点検口の位置 ・寸法は適切か

4 ．床 ・壁の防水工事はあるか

5 ．床シンダコンクリー ト厚は適当か

6 ．軽量間仕切壁 ・ブロック壁の位置は表示されて

いるか

7 ．室名 ・床 ・天井高さは表示されているか

8 ．梁上に大便器，掃除流しなどの衛生器具が設置

築

図

と

の

照

田
【コ

されていないか

9 ．便所 ・洗面所で器具接続配管スペースが確保さ

れているか

10．流し裏に配管スペースがとれているか



13章　施工図チェックリスト　　　　　　　　　　　　J45

図面名称 王
図面番号

作図者印

／

チェック者印

／
特　 記

チ　 ェ　 ッ　ク　項　 目

ス
円

1．スリーブの種類，設備別の表示はされているか

2．スリーブサイズは適正か（ポイド径は最小80¢

以上，フランジ径，保温厚考慮）

3．構造体（梁，耐震壁等）の貫通スリーブの最大

径，最′トピッチは確認されているか

4．スリーブ取付寸法表示はよいか

5．防水層貫通部の処理方法は図示されているか

6．予備スリーブの要否を確認してあるか

7．インサートのサイズを表示したか

8．インサートの間隔を表示したか

I

ブ

●
イ

ン

9．最大支持間隔および許容荷重を超えていないか

10．機器搬出入用つりフックは入っているか

11．配管用ダメ穴開口の位置・大きさは確認されて

サ

l
口

図

作

成

／レ

Ⅰ

／レ
と

の
照
田
ロ

いるか

12．スリーブならびに開口部の補強は打合せ済みか



∫4β　　　　　　　　　　　　13章　施工図チェックリスト

図面名称
図面番号

作図者印

／

チェック者印

／
特　 記

チ　 ェ　 ッ　 ク　項　 目

機

器

の

配

置

と

ス

田

l

ス

1．搬入または搬出に支障がないか

2 ．運転および保守 ・点検が安全かつ容易に行える

か

3 ．施工スペースは十分あるか

4．機器の防振対策は考慮されているか

5．立て型機器の転倒防止対策は検討されているか

6．機器運転重量による床補強は検討されているか

7．機械室シンダコンクリート必要の有無

8．他設備との取合いは完了したか

9．機器搬出入用つりフックは機器部にあるか

10．飲料水用タンクの法規上の設置寸法は満足して

いるか

11．貯湯タンクコイル引出し寸法は確保してあるか

12．機器制御盤扉の開閉スペースはとれているか

13．飲料水用タンク上部に飲料水以外の管が通って

いないか

14．高置タンクからの最上階洗浄弁への水圧は十分

か（大便器……，小便器……0．7 kgf／cm 2以上）

15．アンカボルトの取付方法は検討したか

16．高置タンクから消防用補助高架水槽への給水落

差は十分か

17．寒冷地 ・稽雪地では機器類は室内設置となって

いるか，またはその他の対策はされているか



13草　地工図チェックリスト　　　　　　　　　　　J47

図面名称 l 図面番号

作図者印

／

チェック者印

／
特　 記

チ　 ェ　 ッ　ク　項　 目

配

管

図

作

成

〔共　通〕

1．用途の表示はよいか

2．管材は明記されているか

3．管径は適正か

4．系統違いはないか

5．配管の寄り，高さ寸法は見やす〈記入されてい

るか

6．立上り・‾立下り配管の矢印は正しいか

7．上下階とのつながりは正しいか

8．隣接する図面のつながr）は正しいか

9．配管間隔は施工・保温厚を考慮しているか

10．エレベータ機械室に配管が通ってないか

11．コンピュータ室，電気室等に配管されていない

か

ル 12．防火区画の貫通処理は検討されているか（管，

1

ル

と

の

照

田
ロ

和風便器，消火栓箱，各種トラップ類）

13．配管経路にむだはないか

14．異種金属部の継手の材料は表示されているか

15．支持方法は適切か

16．立て管最下部は配管重量に十分耐える構造か

17．管種別によるこう配は適切か

18．保守・点検用バルブは容易に操作できるか

19．可とう継手・伸縮継手の取付位置および固定方

法は適正か

20．エアだまり配管になってないか（なっていると

きは対策考慮）

21．最上階の器具の必要水圧はあるか

22．最下階の器具にかかる水圧は異状に高くないか

23．給水立て管の最下部に水抜き弁を設けているか

24．量水器は見やすい位置か



J4β　　　　　　　　　　　13章　施工図チェックリスト

図面名称 l
図面番号

作図者印

／

チェック者印

／
特　 記

チ　 ェ　 ッ　 ク　項　 目

配

管

図

作

成

25．飲料用タンク廻り配管で死水対策は考慮されて

いるか（給水の入口と出口，排水弁の取付位置）

26．飲料用タンクの吐水口空間は規定どおりとれて

いるか

27．飲料用タンク以外への上水給水方式は間接給水か

28．飲料用タンクは二槽式となっているか （清掃時

の不断水）

29．断水時のための直結給水は考慮されているか

30．下水本管と屋内最終ますとのレベル差は確認さ

れているか

31．排水槽の通気は単独となっているか

32．掃除口は必要箇所についているか

33．二重トラップの系統はないか

34．排水槽ポンプ搬出入用マンホールの大きさは検

ル 討したか

l

ル

と

の

照

田
臼

35．屋内消火栓箱は半径25m 以内の水平距離で，配

置されているか

36．送水口の位置は事前打合せ済みか

37．送水口用の水抜きはとれているか

38．連結送水管放水口は階段室より5m 以内，高さ

は0．5～1．Om 以内か

39．屋内消火栓は1．7～7．Okgf／cm 2の範囲の放水庄

力か

40．器具取付けに対する取付面の補強，固定金物は

検討されているか （CB，木，軽量間仕切など）

41．天井内配管納まりは，他設備との取合いをした

か

42．天井内配管の有効スペースは，天井下地の厚さ

と，埋込型照明器具を考慮したか



13章　施工図チェックリスト　　　　　　　　　　　　J4タ

図面名称 l
図面番号

作図者印

／

チェック者印

／
特　 記

チ　 ェ　 ッ　ク　項　 目

配

管

図

作

成

ル

l

ル

と

の

照

田
臼

43．天井内配管の有効スペースは弁，フランジなど

の突出物を考慮したか

44．埋設する配管の腐食に対する検討はされている

か

45．各種衛生器具の名称および取付高さは図面に表

示されているか



施工図サンプル

次ページ以降に，本書でイメージした規模と同程度の事務所ビルの施工図を記

載した．

本書用に作成したものでないので，記号，かき方などに多少の差異がある点は，

ご容赦いただきたい

本サンプルは給排水衛生設偶の代表例である地階機械室，塔屋機械室図と，

般天井配管図，便所・揚沸室詳細図，外構図の施工図であり，建物が異なっても

施工図の基本は同じであり，応用と考えて差し支えない．

初心者が早期に施工図をかけるようになるには，本書の作図の基本をマスター

し，まず施工図をかいてみることであり，かくことにより応用も効き実践的な施

工図になr），また熟練することにより作図以前に現場施工のイメージができ，そ

れを施工図に表現するようになるものである．

施工図サンプル

（1）地階機械室配管平面図

（2）地階機械室配管断面図

（3）天井配管平面図

（4）便所廻り配管詳細図・断面図

152，153

154，155

156，157

158，159

（5）便所廻り器具配置図・側面図（タイル割り図）……………………160，161

（6）揚沸室配管詳細図・断面図

（7）高置タンク廻り配管平面図

（8）高置タンク廻り配管断面図

（9）外構排水管平面図・断面図

162，163

164，165

166，167

168，169



Jよ2

（1）地階機械室配管平面図
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J54

（2）地階機械室配管断面図

施　工　図　サ　ン　プ　ル
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（3）天井配管平面図
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（4）便所廻り配管詳細図・断面図
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（5）便所廻り器具配置図・側面図（タイル割り図）
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Jβ4

（7）高置タンク廻り配管平面図

施　工　図　サ　ン　プ　ル
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（8）高置タンク廻り配管断面図
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（9）外構排水管平面図・断面図
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